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　　関連記事は３２ページ】

町 の 動 き

表
紙「
も
ち
つ
き
」の
イ
ラ
ス
ト
は

　
　
　
　
　
　
山
下
真
由
美
さ
ん
の
作
品
で
す
。
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（平成26年11月末日現在）  世帯数  3,242戸（+1） 男  3,687人（－7） 女  4,220人（－4） 計  7,907人（－11）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２～５

・・・・・・・・・・・・・Ｐ７

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２～５

・・・・・・・・・・・・・Ｐ７

苓北町長選挙
苓北町議会議員一般選挙
中学校閉校式・閉校記念式典のご案内

苓北町長選挙
苓北町議会議員一般選挙
中学校閉校式・閉校記念式典のご案内 ほか

【今月の主な内容】【今月の主な内容】

ほか

山里の秋と山頂からの絶景を満喫
天竺・天の川西遊記登山

町の風景

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
数
日
と
な
り

ま
し
た
。
１
年
は
長
い
よ
う
で
す
が
、
過

ぎ
て
み
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
で
す
ね
。
皆

さ
ん
に
と
っ
て
今
年
は
ど
ん
な
年
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
良
い
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
、
悪
い
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ち
な

み
に
、
私
に
と
っ
て
今
年
は
良
く
も
な
く

悪
く
も
な
い
平
凡
な
１
年
で
し
た
。
考
え

方
に
よ
っ
て
は
平
凡
が
一
番
幸
せ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。
２
０
１
５
年
が
皆
さ
ん
に

と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
気
に
な
る
左
の
写
真
。
大
き
い

サ
ツ
マ
イ
モ
で
す
ね
。
こ
れ
は
、
富
岡
の

Ａ
さ
ん
の
畑
で
採
れ
た
イ
モ
で
、
縦
26㎝
、

重
さ
は
二
つ
で
４
㎏
の
超
ビ
ッ
グ
サ
イ
ズ
。

イ
モ
を
植
え
て
か
ら
肥
料
も
や
ら
ず
に
植

え
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
た
畑
で
育
っ
た
そ

う
で
、
Ａ
さ
ん
も
周
り
の
人
も
び
っ
く
り

さ
れ
て
い
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

寒
さ
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
体

調
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
く
だ
さ

い
。
来
年
も
広
報
れ
い
ほ
く
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

　今年で１２回目を迎える天竺・天の川西遊記登山が１１月
２３日、都呂々木場地区で開催され、約２５０人が天竺山頂
を目指しました。当日は秋晴れの絶好の行楽日和。山頂で
は豚汁が振る舞われ、参加した皆さんは絶景を楽しみなが
ら温かい汁に舌鼓を打っていました。また天竺神社では、
宝くじの当選を願う人の姿もありました。
　山頂に一番乗りの坂瀬川小４年の錦戸颯汰くんは「初め
て参加しました。山頂まで一人で歩くのが楽しかった。帰
りは歩けないかもしれないけど、がんばります」と笑顔を
見せてくれました。

餅つきぺったんぺったんこ
坂瀬川保育園餅つき大会

　坂瀬川保育園では１２月６日、恒例の餅つき大会が行われ
ました。当日は時折小雨がちらつく寒い日でしたが、早朝か
ら保育園の先生や保護者の皆さんが石臼や杵、せいろなどを
準備。おいしそうにふっくらと蒸し上がった餅米が石臼に入
れらると、お父さんたちが杵でこね、そのあと小さな体に大
きな杵を持った園児たちが待ってましたとばかりにぺったん
ぺったんと餅をつきあげました。
　つきあがった餅は園児とお母さんたちが丸めてお食事会の
席へ届けられ、みんなのお腹の中へと消えました。

きね

楽しそうに餅をつく園児たち

地元物産展でにぎわう木場小学校跡地豪快な音をとどろかせる志岐山太鼓

山頂で豚汁や弁当を食べながら一休みする参加者
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平
成
７
年
１
月
19
日
ま
で
に
出
生
し
た
人

で
、
平
成
26
年
10
月
12
日
ま
で
に
苓
北
町
に

住
民
票
が
作
成
さ
れ
、
引
き
続
き
３
カ
月
以

上
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で

す
。
な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
で
も
、
投
票
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
町

外
へ
転
出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

※
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

選
挙
人
名
簿
は
、
平
成
27
年
1
月
13
日

（
火
）一
日
間
に
限
り
、
次
の
場
所
で
縦
覧
で

き
ま
す
。

・
縦
覧
場
所　

苓
北
町
選
挙
管
理
委
員
会　

　
　
　
　
　

 

（
役
場
総
務
課
内
）

・
縦
覧
時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分
ま
で

　

投
票
所
に
は
、
親
御
さ
ん
と
一
緒
で
あ
れ

ば
小
さ
な
お
子
さ
ん
も
入
場
で
き
ま
す
。
ま

た
、
体
の
不
自
由
な
選
挙
人
を
介
助
す
る
人

の
入
場
も
で
き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
れ
ば
、
投
票
所
の
係
員
に
お
気
軽
に
お
聞

き
く
だ
さ
い
。

※
介
助
者
が
選
挙
人
に
代
わ
っ
て
投
票
す
る

　

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

身
体
の
故
障
ま
た
は
字
の
読
み
書
き
が
で

き
な
い
た
め
、
自
ら
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
人
は
、
補
助
者
に
よ
る
代
理
投
票
が
で

き
ま
す
。
ご
遠
慮
な
く
係
員
に
お
申
し
付
け

く
だ
さ
い
。

※
補
助
者
は
立
会
人
の
も
と
で
選
挙
人
の
意

志
を
確
認
し
、
選
挙
人
に
代
わ
っ
て
投
票

用
紙
の
記
入
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
補
助

者
に
は
投
票
管
理
者
の
命
を
受
け
た
投
票

所
の
係
員
が
当
た
り
ま
す
。

　

来
年
１
月
13
日
に
は
、
各
世
帯
ご
と
に
投

票
所
入
場
券
を
郵
送
し
ま
す
。
こ
の
投
票
所

入
場
券
を
投
票
所
に
持
参
す
る
こ
と
で
、
選

挙
人
名
簿
と
の
照
合
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま

す
。
し
か
し
、
万
が
一
忘
れ
た
り
、
な
く
し

た
り
し
て
持
参
で
き
な
く
て
も
来
場
者
が
本

人
と
確
認
で
き
れ
ば
、
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
係
員
に
気
軽
に
お
申
し
付
け

く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
入
場
券
を
な
く
し
た
り
忘
れ
た
人

で
も
、
本
人
と
確
認
で
き
れ
ば
投
票
で
き
ま

す
の
で
、
投
票
所
の
係
員
に
お
申
し
付
け
く

だ
さ
い
。

　町長選挙は記号式投票により行います。あらか
じめ投票用紙に候補者氏名が印刷してありますの
で、投票所備え付けのスタンパーで投票しようと
する候補者氏名の上に○をつけて投票します。た
だし、期日前投票、不在者投票では自書式の投票
用紙を使用しますので、候補者氏名を記載するこ
とになります。

　町議会議員一般選挙は自書式投票により行いま
す。投票しようとする候補者一人の氏名を記載し
て投票します。開票作業での疑問票を減らすため
に楷書でていねいに記載してください。

あなたの１票が町の未来をつくります

苓北町長選挙
苓北町議会議員一般選挙
　任期満了に伴う苓北町長選挙および
苓北町議会議員一般選挙を行います。

投票日　平成27年１月18日（日）
　　　　　午前７時～午後６時

開票日　平成27年１月18日（日） 
　　　　午後７時～
場　所　苓北町コミュニティーセンター
　　　　大会議室

投
票
で
き
る
人
は
？

投
票
所
へ
の
立
ち
入
り
は
、

子
ど
も
と
一
緒
で
も
可
能
！?

投
票
所
入
場
券
を

万
が
一
忘
れ
て
も
大
丈
夫
！?

自
ら
投
票
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
は
！?

投票は町長選挙を先に行い、町議会議員一般選挙を後に行います。
２つとも投票してください。

投票所はこちらです。お間違いのないようご注意ください。

①町長選挙
　［投票用紙の色：白色］

②町議会議員一般選挙
　［投票用紙の色：うす黄色］

投
票
箱

投
票
箱

投 票 区

第１投票区

第２投票区

第３投票区

第４投票区

第５投票区

第６投票区

第７投票区

第８投票区

第９投票区

　　　　住所区域（行政区）

坂瀬川の鶴区

坂瀬川地区（鶴区を除く）

上津深江地区 

志岐地区（上津深江地区、三区を除く）

白木尾、内田、年柄

富岡（五丁目～八区）

富岡（元袋～四丁目）

都呂々地区（木場地区を除く）

都呂々木場地区

　　　　投　　票　　場　　所

鶴公民館

坂瀬川小学校体育館

上津深江集会所

苓北町保健センター（苓北町役場横）

志岐三区集会所（内田ボンディーヌ長崎横）

出来町公民館 

富岡小学校体育館

都呂々公民館 

都呂々木場集会所

【投票所一覧】
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仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
な

ど
の
用
事
で
、
１
月
18
日（
日
）に
投
票
で
き

な
い
時
は
、
期
日
前
投
票
制
度
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　

投
票
の
際
に
は
、
期
日
前
投
票
所
へ
投
票

所
入
場
券
を
持
参
し
、
宣
誓
書
へ
の
記
載
、

投
票
用
紙
へ
の
記
載
の
あ
と
選
挙
人
本
人
が

投
票
用
紙
を
直
接
投
票
箱
へ
入
れ
ま
す
。

　

選
挙
期
間
中
、
町
外
に
仕
事
や
学
業
な
ど

で
滞
在
し
て
い
る
た
め
、
役
場
で
の
期
日
前

投
票
や
投
票
日
当
日
の
投
票
が
で
き
な
い
よ

う
な
場
合
は
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
不
在
者
投
票
を
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
投
票
用
紙
な
ど

を
苓
北
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
直
接
ま
た
は

郵
便
で
請
求
（
告
示
日
前
で
も
請
求
で
き
ま

す
）
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
な
お
こ
の
方

法
は
、
や
り
と
り
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
定
の
条
件
を
満
た
し
、
熊
本
県
選
挙
管

理
委
員
会
が
「
不
在
者
投
票
施
設
」
に
指
定

し
て
い
る
病
院
ま
た
は
老
人
ホ
ー
ム
、
福
祉

施
設
な
ど
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、

そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

障
が
い
の
程
度
が
一
定
条
件
を
満
た
す
人

で
在
宅
の
場
合
、
自
宅
な
ど
か
ら
郵
便
に
よ

っ
て
不
在
者
投
票
が
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま

す
（
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
）。

　

こ
れ
ら
投
票
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と

は
、
苓
北
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

　

苓
北
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

（
役
場
総
務
課
内
）
担
当
／
杉
本

　

☎
○内
２
０
９　

○町
35
―
１
１
１
１

投
票
箱

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
と
き
は・・・

期
日
前
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す

次
の
よ
う
な
人
は・・・

不
在
者
投
票
制
度
が
利
用
で
き
ま
す

選挙人本人が
投票用紙を
直接投票箱へ

投票入場券を持参

投票所入場券

宣誓書への記載 投票用紙への記載

宣誓書 山
□
○
郎

平成27年1月14日（水）
　　　　　  ～1月17日（土）
午前8時30分～午後8時

投 票
期 間

苓北町役場  １階大会議室投 票
場 所

※投票所入場券がなくても入場できます。

（期日前投票の流れ）

町
外
に
滞
在
し
て
い
る
人

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
を
お
持
ち
の
人
、
ま
た
は

介
護
保
険
者
証
に
要
介
護
５
と

記
載
さ
れ
て
い
る
人

病
院
な
ど
で
入
院
し
て
い
る
人

ルールを守って明るい選挙ルールを守って明るい選挙ルールを守って明るい選挙

「きれいな選挙五つの誓い」「きれいな選挙五つの誓い」「きれいな選挙五つの誓い」

みんなで守ろう「３ない運動」みんなで守ろう「３ない運動」みんなで守ろう「３ない運動」

 政治家（候補者、候補者になろうとする人およ
び現に公職にある人）は選挙区内にある者に対し
て寄付をすると処罰されます。
※政治家本人が出席する結婚披露宴の祝儀、また
　葬式や通夜における香典は除かれます。

①政治家の寄付禁止

　有権者が、威迫して、あるいは政治家を陥れる
目的で寄付を求めると処罰されます。

②政治家に対する寄付の勧誘・要求の禁止

　政治家は、選挙区内にある人に対し、答礼のた
めの自筆によるものを除き、時候のあいさつ状を
出すことが禁じられています。

④時候のあいさつ状の禁止

　政治家や後援団体が、選挙区内にある者に対す
る有料のあいさつ広告を出すと処罰されます。

⑤あいさつを目的とする有料公告の禁止

▲これら①・②・③および⑤によって処罰されると、公民権停止の対象となります。

政治家は有権者に
寄付を贈らない。

　これから年末年始にかけてお付き合いの多い季節となります。お歳暮や忘年会での飲食物の差入れなど
政治家が選挙区内の人へお金や物を贈る寄付行為は禁止されています。また有権者が求めてもいけません。

有権者は政治家に
寄付を求めない。

政治家から有権者への寄付は
受け取らない。

知ろう！ 守ろう！ 選挙の正しいルール

　後援団体が、選挙区内にある人に対して花輪、
香典、祝儀などを出すと処罰されます。

③後援団体の寄付禁止

　苓北町明るい選挙推進協議会・苓北町選挙
管理委員会では、有権者の投票参加、選挙違
反のないきれいな選挙の実現、選挙人が代表
者としてふさわしい人を選ぶ“目”を持つこ
となどを呼びかけるために、「きれいな選挙
五つの誓い」のチラシを作成し、町内全世帯
へ配布します。
　玄関など常に目に付くところに掲示して、
自分の一票に責任を持つようにしましょう。
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関
東
ふ
る
さ
と
苓
北
会
総
会
・
懇
親
会
が
開
催

苓
北
町
で
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
関
西
ふ
る
さ
と

苓
北
会
の
中
村
陽
子
さ
ん
に
よ
る
吟
詠
、
カ

ラ
オ
ケ
大
会
や
還
暦
・
喜
寿
の
お
祝
い
、
ま

た
地
元
特
産
品
が
当
た
る
福
引
き
大
会
が
行

わ
れ
、
会
場
は
久
々
の
再
会
や
ふ
る
さ
と
苓

北
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
３
月

で
閉
校
と
な
る
中
学
校
の
校
歌
斉
唱
を
地
区

ご
と
に
行
い
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
で
つ
な
が
る
絆
の
輪
が
今
後
一

層
広
が
っ
て
い
く
よ
う
、
関
東
圏
に
お
住
ま

い
の
人
は
、
世
代
を
問
わ
ず
積
極
的
に
参
加

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
も
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

第
19
期
関
東
ふ
る
さ
と
苓
北
会
（
大
仁
田

淳
会
長
）総
会
お
よ
び
懇
親
会
が
11
月
23
日
、

東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
会
員
を
は
じ
め
田
嶋
町
長
や

倉
田
議
長
ほ
か
来
賓
な
ど
１
７
０
人
が
出

席
。
会
員
の
交
流
事
業
や
全
国
空
手
道
選
手

権
大
会
に
出
場
さ
れ
た
田
中
光
顕
さ
ん
（
国

照
寺
住
職
）
の
応
援
な
ど
を
含
め
た
活
動
報

告
と
、
来
年
の
20
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

①
総
会
を
盛
大
に
行
う
こ
と
、②
新
し
く
開

校
す
る
苓
北
中
学
校
へ
の
校
旗
を
寄
贈
す
る

こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
田
嶋
町
長
が
「
歳

を
取
っ
た
ら
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
き
て
欲
し

い
。
都
会
に
は
土
地
が
な
い
が
、
田
舎
に
は

介
護
施
設
を
つ
く
る
土
地
が
あ
る
。
介
護
は

　　昭和22年度開校　68年間
　　卒業総数（見込み）3,377人
　                
　◆期日　平成27年３月15日（日）
　◆会場　坂瀬川中学校体育館

（１）閉校式　9:00　体育館
　開式
　国歌斉唱
　式辞（町長）
　来賓あいさつ
　来賓紹介およびメッセージ披露
　校長あいさつ
　生徒代表あいさつ
　校歌斉唱
　校旗収納
　閉式

（２）閉校記念セレモニー
　　　10:00  体育館
　開会
　実行委員長あいさつ
　記念コンサート
　　○独唱　渋谷真佐子さん
　　　　　　伴奏　坂口亜紀子さん
　　○中学生の合唱
　　○出席者全員で合唱
　　　（校歌・部落めぐりなど）
　閉会

（３）閉校記念碑除幕式
　　　11:30　校舎玄関前
　開式
　記念碑部会長あいさつ
　記念碑除幕
　閉式

（４）閉校記念もち投げ
　　　12:00　グラウンド

（５）全日程終了　12:30

■問い合わせ先
　記念式典部会事務局長　山﨑敬一
　役場福祉保健課

　　昭和25年度開校　65年間
　　卒業総数（見込み）8,779人

　◆期日　平成27年１月25日（日）
　◆会場　苓北中学校体育館
                
（１）閉校式　9:00　体育館
　開式
　国歌斉唱
　式辞（町長）
　来賓あいさつ
　来賓紹介およびメッセージ披露
　校長あいさつ
　生徒代表あいさつ
　校歌斉唱
　校旗収納
　閉式

（２）閉校記念セレモニー
　　　10:00  体育館 
　オープニング（志岐・富岡の郷土芸能）
　開会
　実行委員長あいさつ
　卒業生思い出を語る
　苓北中学校在校生による合唱
　苓北中学校吹奏楽部演奏
　出席者全員による校歌斉唱
　万歳三唱
　閉会

（３）閉校記念碑除幕式
　　　11:30　プール横
　開式
　記念碑部会長あいさつ
　同窓生代表あいさつ
　記念碑除幕
　閉式

（４）出席者全員での記念撮影
　　　12:00　正面玄関
　　　　　　（雨天時は体育館）

（５）全日程終了　12:30

■問い合わせ先
　記念事業部会事務局長　稲尾浩二
　役場福祉保健課

　　昭和22年度開校　68年間
　　卒業総数（見込み）2,908人

　◆期日　平成27年２月１日（日）
　◆会場　都呂々中学校体育館
　                
（１）閉校式　9:00　体育館
　開式
　国歌斉唱
　式辞（町長）
　来賓あいさつ
　来賓紹介およびメッセージ披露
　校長あいさつ
　生徒代表あいさつ
　校歌斉唱
　校旗収納
　閉式

（２）閉校記念碑除幕式
　　　10:00　中学校正門前
　開式
　経過報告および部会長あいさつ
　記念碑除幕
　閉会

（３）都呂々中学校を讃える会
　　　10:30  体育館
　開式
　学校の振り返り（スライドにて紹介）
　実行委員長あいさつ
　記念事業アトラクション
　　○都呂々保育園
　　○都呂々中学校生徒
　　○都呂々中学校ＯＢ
　　○天草ありあけ太鼓の会
　フィナーレ　全員合唱
　（中学校校歌・ふるさと）
　万歳三唱
　閉会

（４）全日程終了　11:50

■問い合わせ先
　記念式典部会事務局長　岡田晴喜
　役場総務課

　平成25年2月28日策定の「苓北町学校規模適正化（中学校）推進計画」に基づき、坂瀬川中学校・苓北中学
校・都呂々中学校の3中学校は、苓北町中学校統合準備委員会による平成25・26年度の2カ年の調査・協議を経
て、平成27年3月31日をもって閉校となります。
　つきましては、下記の日程で各中学校の閉校式および閉校記念式典を開催いたします。
　卒業生・同窓生や地域の多くの皆さまにご臨席いただき、伝統ある各中学校の歩みを振り返っていただきたい
と思います。3校とも事前申込みや寄付金の有無に関わらず出席できますので、ぜひご臨席くださいますようご
案内いたします。
　なお、お車でお越しの際は、なるべく乗り合わせのうえ、駐車場は係員の誘導に従って学校グラウンドをご利
用ください。

①

② ③

①

②

④

⑤

⑥

⑦

⑧ ⑨

④

⑤

⑥

⑦

⑧ ⑨

③

①大仁田淳関東ふるさと苓北会会長
②田嶋町長あいさつ　　③あいさつする倉田議長
④坂瀬川中校歌斉唱　　⑤苓北中校歌斉唱　
⑥都呂々中校歌斉唱　　⑦にぎわう会場
⑧⑨各テーブルでふるさと談議に花が咲きました

中学校閉校式・閉校記念式典のご案内
苓北町教育委員会・各中学校閉校事業実行委員会

坂瀬川中学校 都呂々中学校苓北中学校

☎○内１４２　○町３５－１１１１ ☎○内１０８　○町３５－１１１１ ☎○内２０６　○町３５－１１１１
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昭
和
30
年
の
発
足
以
来
、
美
し
い
自
然
と

香
り
高
い
伝
統
文
化
を
生
か
し
な
が
ら
、
常

に
新
し
い
文
化
の
創
造
を
目
指
し
て
き
た
苓

北
町
。
町
民
皆
さ
ん
の
熱
意
と
連
帯
の
も
と

に
「
安
心
し
て
住
め
る
町
」
「
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
町
」
「
ふ
る
さ
と
と
呼
べ
る
町
」

の
実
現
に
向
け
て
確
か
な
歩
み
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
あ
し
あ
と
を
振
り

返
り
、
町
民
皆
さ
ん
の
新
た
な
創
意
に
よ
る

輝
か
し
い
未
来
へ
の
力
強
い
ふ
る
さ
と
づ
く

り
を
目
指
す
４
年
に
一
度
の
「
苓
北
町
産
業

文
化
祭
」
を
、
11
月
15
日
・
16
日
の
二
日

間
、
苓
北
町
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
森
江
節
子
さ
ん
（
上
津
深
江
下

向
区
）
の
作
品
『
風
光
明
媚
の
里
に
暦
を
つ

な
ぐ  

文
化
の
祭
典
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
「
町
民

の
健
康
づ
く
り
」
を
中
心
的
な
柱
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
催
初
日
は
秋
晴
れ
の
中
、
総
合
武
道
館

で
開
会
式
を
挙
行
。
田
嶋
町
長
が
「
４
年
に

一
度
の
こ
の
日
を
苓
北
町
の
新
た
な
ス
タ
ー

ト
に
し
た
い
」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
し
、
産

業
文
化
祭
の
幕
を
開
き
ま
し
た
。
開
会
式
が

終
わ
る
と
武
道
館
は
ｈ
ｏ
ｔ
（
ホ
ッ
ト
）
コ

新
た
な
創
意
で

輝
か
し
い
未
来
へ
の

力
強
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

最優秀賞受賞の森江節子さん（右）と優秀賞受賞の森 昭久さん（左）

キャッチフレーズ入賞者を表彰
　
　産業文化祭の開会式において、最優秀賞と
優秀賞に輝いたキャッチフレーズの応募者
に、田嶋町長から表彰状が授与されました。
●キャッチフレーズ表彰
・最優秀賞
　森江　節子さん（上津深江・下向）
・優秀賞
　森　　昭久さん（富岡・出来町）
　田﨑フクヨさん（志岐・天神木）

平成26年度　電気のふるさと

苓北町産業文化祭
風光明媚の里に暦をつなぐ　文化の祭典

①宮原太鼓　②開会式
③多数の作品を展示
④にぎわうテント内
⑤蘭展総合優勝の大仁田勝平さんの蘭
⑥ミニ消防車に乗って手を振る親子
⑦富岡小児童の演奏
⑧食生活改善推進員協議会の皆さん
⑨健康体験コーナー

ン
サ
ー
ト
の
会
場
へ
と
姿
を
変
え
、
踊
り
や

音
楽
を
奏
で
る
保
育
園
児
や
小
中
学
生
、
コ

ン
サ
ー
ト
を
観
覧
す
る
皆
さ
ん
の
熱
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
農
村
運
動
広
場
の
大
型

テ
ン
ト
で
は
約
２
０
０
食
の
シ
シ
汁
が
振
る

舞
わ
れ
た
ほ
か
、
産
業
団
体
の
皆
さ
ん
な
ど

が
軒
を
連
ね
、
来
場
者
を
迎
え
入
れ
ま
し

た
。
九
州
電
力
㈱
苓
北
発
電
所
の
会
場
で

は
、
発
電
所
見
学
会
、
電
気
教
室
、
ス
ー
パ

ー
ボ
ー
ル
や
ス
ラ
イ
ム
を
つ
く
る
化
学
教
室

な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
海
か
ら
発
電
所
を

眺
め
る
タ
グ
ボ
ー
ト
乗
船
が
催
さ
れ
、
こ
れ

ら
を
楽
し
む
親
子
連
れ
な
ど
で
あ
ふ
れ
ま
し

た
。
夜
に
は
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ラ
ン
ナ
ー

で
タ
レ
ン
ト
・
熊
本
市
議
会
議
員
の
松
野
明

美
さ
ん
を
志
岐
集
会
所
に
お
招
き
し
「
私
の

マ
ラ
ソ
ン
人
生
」
と
題
し
て
文
化
講
演
会
を

開
催
。
元
日
本
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
し

て
、
そ
し
て
２
児
の
母
と
し
て
話
す
松
野
さ

ん
に
、
来
場
し
た
約
１
２
０
人
が
耳
を
傾
け

ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
熊
本
県
警
察
音
楽
隊
の
素
晴

ら
し
い
演
奏
と
、
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
の
華
麗
な

演
技
が
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。
ま
た
会
場

に
は
、
天
草
工
業
高
校
の
ミ
ニ
電
車
も
登

場
。
電
車
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
保
育
園
児
か
ら
小
中
高
生
、

各
種
団
体
の
作
品
展
、
情
報
体
験
化
コ
ー
ナ

ー
や
健
康
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
常
設
さ
れ

た
ほ
か
、
農
産
物
・
海
産
物
の
販
売
や
食
品

バ
ザ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、
二
日
間
で
延
べ
１

万
２
千
人
の
人
手
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

①

⑤ ⑥ ⑧

⑦

⑨

②

③ ④①

⑤ ⑥ ⑧

⑦

⑨

②

③ ④

①シシ汁に舌鼓　②ずらりと並ぶ地元農産品

③熊本県警察音楽隊の演奏　④親子連れでにぎわう苓北発電所

⑤自転車で発電体験　⑥好評だった木工教室

⑦苓洋高校も出店・展示　⑧大繁盛の水産展　⑨笑顔で接客　

⑩天草工業高校のミニ電車　⑪おどけてみせる子どもたち

①

②

⑥ ⑦

⑧ ⑨ ⑩ ⑪

④

⑤③

①

②

⑥ ⑦

⑧ ⑨ ⑩ ⑪

④

⑤③
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《
１
月
》

４
日　

苓
北
町
成
人
式
を
志
岐
集
会
所
で
開

催
。
新
成
人
94
人
の
門
出
を
祝
う

５
日　

苓
北
町
消
防
出
初
め
式
。
消
防
団
員

な
ど
約
３
０
０
人
が
参
加

20
日　

上
津
深
江
八
坂
神
社
「
裸
ま
つ
り
」

26
日　

第
３
回
苓
北
町
健
康
づ
く
り
駅
伝
大

会

《
２
月
》

16
日　

苓
北
町
長
杯
争
奪
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
が
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催

《
３
月
》

３
日　

元
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
日
本
代
表
の
中
川

善
雄
さ
ん
が
来
町
。
坂
瀬
川
小
と
富

岡
小
で
「
夢
の
教
室
」
を
開
催

５
日　

Ｊ
Ａ
れ
い
ほ
く
レ
タ
ス
部
会
が
レ
タ

ス
を
町
内
の
児
童
・
生
徒
に
贈
呈

19
日　

苓
北
町
少
年
武
道
発
表
大
会
を
総
合

武
道
館
で
開
催

22
日　

新
高
速
船
「
Ｋ
ｉ
ｚ
ｕ
ｎ
ａ
Ⅱ
」
の

就
航
式
が
富
岡
港
で
開
催

24
日　

笹
尾
浄
水
場
竣
工
式
を
開
催

《
４
月
》

６
日　

苓
北
町
消
防
団
辞
令
交
付
式

６
日　

熊
本
県
空
手
道
選
手
権
大
会
が
総
合

武
道
館
で
開
催
。
鳥
羽
瀬
大
志
く
ん

が
小
学
１
・
２
年
男
女
混
合
個
人
形

の
部
で
、
田
中
光
顕
さ
ん
が
一
般
男

子
個
人
組
手
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

17
日　

苓
北
町
戦
没
者
追
悼
式
を
体
育
セ
ン

タ
ー
で
挙
行

19
日　

長
崎
苓
北
会
総
会
・
懇
親
会
が
長
崎

市
で
開
催

27
日　

天
草
西
海
岸
春
の
窯
元
め
ぐ
り
（
〜

５
月
６
日
）

29
日　

春
の
叙
勲
で
小
松
義
雄
さ
ん
が
瑞
宝

単
光
章
を
受
章

《
５
月
》

３
日　

第
５
回
苓
北
町
長
杯
サ
ッ
カ
ー
大
会

（
〜
４
日
）

３
日　

天
竺
ツ
ツ
ジ
祭
り
（
〜
４
日
）

４
日　

富
岡
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
来
館
者

が
30
万
人
を
達
成

11
日　

天
草
郡
市
一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

苓
北
大
会
が
農
村
運
動
広
場
で
開
催

12
日　

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
「
火
の
国
も
り
あ
げ

タ
イ
！
」
が
苓
北
町
を
表
敬
訪
問

24
日　

唐
津
市
・
苓
北
町
姉
妹
都
市
締
結
20

周
年
記
念
事
業
が
唐
津
市
で
開
催

《
６
月
》

１
日　

第
17
回
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
文
化
祭

が
志
岐
集
会
所
で
開
催

７
日　

第
37
回
苓
北
町
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催

９
日　

夏
の「
安
全
祈
願
祭
」と「
海
開
き
」

15
日　

関
西
ふ
る
さ
と
苓
北
会
総
会
・
懇
親

会
が
大
阪
市
で
開
催

23
日　

都
呂
々
み
ど
り
の
少
年
団
が
、
募
金

を
苓
北
町
に
寄
付

《
７
月
》

５
日　

苓
洋
高
校
が
九
州
地
区
水
産
・
海
洋

系
高
等
学
校
カ
ッ
タ
ー
大
会
で
優
勝

６
日　

大
雨
に
よ
り
土
砂
崩
れ
や
床
下
浸
水

な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生

19
日　

第
26
回
苓
北
じ
ゃ
っ
と
祭
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
・
花
火
大
会

20
日　

苓
北
じ
ゃ
っ
と
祭
「
天
草
れ
い
ほ
く

ペ
ー
ロ
ン
大
会
」

《
７
月
》

27
日　

天
草
国
際
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
が

天
草
市
・
苓
北
町
で
開
催

30
日　

青
少
年
海
外
派
遣
事
業
で
町
内
中
学

生
な
ど
10
人
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

マ
ジ
ー
市
へ
飛
び
立
つ

《
８
月
》

１
日　

苓
北
町
町
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

実
行
委
員
会
が
、
町
内
３
中
学
校
に

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
寄
付

９
日　

天
草
郡
市
原
爆
死
没
者
合
同
慰
霊
式

が
苓
北
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
挙
行

20
日　

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教

室
i
n
苓
北
町
が
農
村
運
動
広
場
で

開
催

20
日　

梅
田
和
馬
さ
ん
、
梅
田
和
也
さ
ん
、

寺
田
直
世
さ
ん
ら
海
難
救
助
者
に
、

天
草
警
察
署
長
か
ら
感
謝
状
贈
呈

23
日　

れ
い
ほ
く
シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
〜
24
日
）

23
日　

苓
北
町
人
権
学
習
会
を
志
岐
集
会
所

で
開
催

28
日　

天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
認
定

《
９
月
》

４
日　

苓
北
町
童
話
発
表
大
会
を
都
呂
々
小

学
校
で
開
催
。
松
本
亜
美
さ
ん
が
優

秀
賞
を
受
賞

16
日　

志
岐
交
番
が
「
苓
北
交
番
」
と
し
て

業
務
を
開
始

16
日　

苓
北
町
と
（
公
財
）
熊
本
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
が
災
害
発
生
時
に
お
け
る
物

資
な
ど
の
緊
急
輸
送
に
係
る
協
定
を

締
結

20
日　

熊
本
県
民
体
育
祭
が
山
鹿
市
を
中
心

に
開
催
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
男
子

団
体
で
天
草
郡
が
10
年
ぶ
り
２
度
目

の
優
勝

28
日　

坂
瀬
川
、
都
呂
々
両
地
区
で
町
民
体

育
祭
を
開
催

《
10
月
》

９
日　

天
草
西
海
岸
秋
の
窯
元
め
ぐ
り
（
〜

13
日
）

14
日　

町
内
４
会
場
で
敬
老
会
を
開
催
。
１
，

５
５
２
人
の
ご
長
寿
を
祝
福
（
〜
15

日
）

25
日　

Ｒ
Ｋ
Ｋ
器
楽
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
で
志

岐
小
学
校
が
金
賞
を
受
賞
。
ま
た
、

富
岡
小
学
校
が
金
賞
と
審
査
員
特
別

賞
を
受
賞

26
日　

吟
詠
「
泊
天
草
洋
」
全
国
大
会
が
志

岐
集
会
所
で
開
催

26
日　

熊
本
県
四
半
的
弓
道
連
盟
認
定
苓
北

大
会
が
苓
北
中
学
校
体
育
館
で
開
催
。

団
体
戦
で
苓
北
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝

29
日　

和
田
区
防
災
会
が
優
良
自
主
防
災
組

織
を
受
賞

《
11
月
》

１
日　

苓
北
夕
や
け
マ
ラ
ソ
ン

９
日　

坂
瀬
川
小
学
校
で
防
災
訓
練
を
実
施

10
日　

天
草
畜
産
農
業
協
同
組
合
が
牛
肉
を

町
内
の
児
童
・
生
徒
に
贈
呈

15
日　

苓
北
町
産
業
文
化
祭
。
（
〜
16
日
）

２
日
間
で
延
べ
１
万
２
千
人
が
来
場

23
日　

天
竺
・
天
の
川
西
遊
記
登
山
が
都

呂
々
木
場
地
区
で
開
催

23
日　

関
東
ふ
る
さ
と
苓
北
会
総
会
・
懇
親

会
が
東
京
都
内
で
開
催

今
年
一
年
の
主
な
で
き
ご
と

ロアッソ熊本「火の国もりあげタイ！」と
ファンの皆さん（５月１２日）

県民体育祭グラウンド・ゴルフ表彰式後の
天草郡チームの皆さん（９月２０日）

都呂々地区町民体育祭（９月２８日）

天草れいほくペーロン大会（７月２０日）

富岡地区の敬老会（１０月１５日）苓北夕やけマラソン（１１月１日）
唐津市・苓北町友好姉妹都市締結２０周年記念事業で

記念品を交換する両市町長（５月２４日）

今年はこんな年でした今年はこんな年でした

２０１4年の
れいほく
２０１4年の
れいほく
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　固定資産税の課税対象となる減価償却とは、土地、
家屋および自動車（自動車税、軽自動車税を支払うも
の）を除く有形の事業のために用いることができる資
産で、その減価償却額または減価償却費が法人税法ま
たは所得税法の規定による所得の計算上、損金または
必要経費に算入されるものをいいます。
　所得税、法人税の確定申告で、これらの資産を減価
償却費に計上している場合（個人・法人両方が対象に
なります）は、必ず償却資産の申告が必要です。
　償却済み資産も課税の対象になりますので、平成  
２７年１月３０日（金）までに苓北町役場税務住民課へ申
告してください。申告用紙は、役場税務住民課にあり
ますので申し出ください。
■納税義務者　賦課期日（平成２７年１月１日）現在の
償却資産の所有者が納税義務者になります。

■価格の決定　申告と調査に基づいて資産を把握し、
減価償却計算を行い算出した評価額が決定価額にな
ります。

■課税標準額　賦課期日現在における償却資産の価格
で、償却資産課税台帳に登録されたものです。

■税　率　税率は１．４パーセントです。
■免税点　課税標準となるべき償却資産の合計額が
150万円未満の場合は課税されません。

■問い合わせ先
　税務住民課　担当／山口
　☎○内 １１１　○町 ３９－０００２

　消防団の日頃の訓練の成果や、迫力ある放水競技、
幼年消防クラブの分列行進などぜひご覧ください。
　なお、開会式典終了後には、食生活改善推進員協議
会の皆さんにご協力いただき、ご参観の皆さんへ「ぜ
んざい」を無料提供しますのでご賞味ください。ま
た、幼年消防クラブによるポンプ操法なども実施され
ますので、ご家族、お子さま連れでご観覧ください。

■日　時　平成２７年１月４日（日）
　　　　　午前８時４０分：行進開始
　　　　　午前９時００分：開会
■場　所　農村運動広場
　　　　 （雨天時：総合武道館）
■問い合わせ先　総務課　担当／松本
　☎○内 ２０８　○町 ３５－１１１１

償却資産とは
　製造や小売、農業などの事業を個人または会社で営
んでる人が所有し、その事業のために用いるとこがで
きる以下の事業用資産をいいます。
１．構築物（家屋を除く）・・・門、塀、舗装道路、ネオン
など 
２．機械および装置・・・モーター、プレス機、冷凍装置
など 
３．船舶・・・ボート、釣船など 
４．車両および運搬具・・・転車、リヤカー、キャタピラ
のある自動車など 
５．工具・器具および備品・・・机、椅子、パソコンなど
６．太陽光発電設備

 

町
が
所
有
す
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
（
33
人
乗

り
２
台
、
14
人
乗
り
1
台
）
の
管
理
お
よ
び

運
行
業
務
を
町
内
事
業
所
に
委
託
し
ま
す
。

　

次
の
日
程
で
入
札
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

運
行
業
務
を
希
望
す
る
事
業
所
は
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
業
務
内
容
お
よ
び
入
札
手
続
き
な

ど
に
係
る
事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
参
加
を
希
望
す
る
事
業
所
は
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

【
委
託
業
者
の
主
た
る
要
件
・
委
託
期
間
】

■
主
た
る
要
件

①
苓
北
町
内
に
本
社
が
あ
る
こ
と
。

②
契
約
時
ま
で
に
、
受
託
を
希
望
す
る
バ
ス

１
台
に
対
し
て
２
人
以
上
（
２
台
希
望
は

３
人
以
上
、
３
台
希
望
は
５
人
以
上
）
雇

用
し
て
い
る
事
業
所
。

③
業
務
管
理
者
お
よ
び
運
転
手
は
受
託
者
に

採
用
さ
れ
た
正
規
職
員
で
あ
る
こ
と
。

④
運
転
者
は
、
大
型
２
種
免
許
所
有
者
ま
た

は
、
大
型
１
種
免
許
以
上
を
持
ち
、
旅
客

運
行
業
務
に
過
去
５
年
以
内
に
３
年
以
上

従
事
し
た
無
事
故
の
人
で
あ
る
こ
と
。

■
契
約
期
間

・
本
契
約
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
平
成
28
年
３
月
31
日

・
試
験
契
約
期
間

　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
試
験
運
行
を

指
定
す
る
日

《
入
札
に
か
か
る
事
前
説
明
会
》

　

出
席
を
希
望
す
る
事
業
所
は
、
１
月
８
日

（
木
）ま
で
に
教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
日
時　

１
月
９
日（
金
）　

午
後
１
時
30
分

●
場
所　

役
場
２
階
第
３
委
員
会
室

【
入
札
参
加
の
申
請
お
よ
び
質
問
期
限
】

●
提
出
期
限   

１
月
16
日（
金
）

                  

午
後
５
時
ま
で

●
提
出
書
類　

入
札
参
加
申
請
書
、
入
札
参

加
資
格
保
有
確
約
書
※
質
問
は
入
札
質
疑
書

●
提
出
先  

教
育
委
員
会

《
入
札
会
の
日
時
、
場
所
》

●
日
時　

１
月
22
日（
木
）　

午
前
９
時

●
場
所　

役
場
２
階
第
３
委
員
会
室

●
提
出
書
類　

入
札
書
、
内
訳
書
、
委
任
状

（
代
表
者
本
人
が
出
席
で
き
な
い
場
合
）

●
提
出
先　

入
札
会
場
で
直
接
提
出

《
落
札
候
補
者　

入
札
資
格
審
査
確
認
書
類

　

提
出
期
限
（
落
札
者
の
み
）》

●
提
出
期
限　

１
月
29
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

●
提
出
書
類　

国
税
・
県
税
・
町
税
に
滞
納

が
な
い
こ
と
の
証
明
、
財
務
諸
表
、
履
歴
事

項
全
部
証
明
書
、
履
歴
実
績
調
書
、
そ
の
他

契
約
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項
を
証
明

す
る
書
類

●
提
出
先  

教
育
委
員
会

※
入
札
公
告
・
仕
様
書
は
教
育
委
員
会
で
縦

　

覧
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会　

担
当
／
田
尻

　

☎
○内
４
０
４　

○町
35
―
２
１
１
１

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
業
務
の

委
託
事
業
所
を
募
集
し
ま
す

教
育
委
員
会

年末年始のごみ収集のお知らせ 水道環境課

償却資産の申告を忘れずに 税務住民課

苓北町消防出初め式を実施します 総　務　課

●町内各地区の「ごみ収集」は次のとおりです。

●年末年始のし尿汲み取り
　12月30日㈫～１月４日㈰まで休業
　１月５日㈪から業務開始
　年末年始になると申し込みが集中しますので、で
きるだけ早めにご連絡ください。

■連絡先　㈲苓北メンテナンス
      　　　☎３５－０５８３

●本渡地区清掃センターへのごみの持ち込み
　毎年１２月１５日以降の清掃センターへのごみの持
ち込みは、計量が済むまでに２時間以上かかるなど
大変混雑します。年末の大掃除は早めに済ませて  
１５日より前に持ち込むか、地区のごみステーショ
ンに出してください。

■問い合わせ先　水道環境課　担当／松村
　　　　　　　　☎○内 １４０　○町 ３９－０００１

収 集 日

設置者 10kw以上の発電設備 10kw以下の
発電設備

収集する地区 収集する種類

ごみの種類 持込可能日（受付時間）

12月27日㈯
12月28日㈰

坂瀬川・志岐

富岡・都呂 ・々年柄

生ごみ・可燃物

生ごみ・可燃物

生ごみ・可燃物

生ごみ・可燃物

不燃物・資源物

12月29日㈪

12月30日㈫

12月31日㈬
～１月４日㈰

１月５日㈪

１月６日㈫

１月７日㈬

坂瀬川・志岐

富岡・都呂 ・々年柄

坂瀬川

ごみは収集しません

ごみは収集しません

可燃物
・
資源物

【年末】１２月２９日（月）まで
（受付時間：8：45～12：00、13：00～16：00）

【年末】１２月３０日（火）
（受付時間：8：45～12：00、13：00～15：00）

【年末】１２月２６日（金）まで
（受付時間：8：45～12：00、13：00～16：00）

【年始】１月５日（月）から
（受付時間：8：45～12：00、13：00～16：00）

【年始】１月５日（月）から
（受付時間：8：45～12：00、13：00～16：00）

不燃物

個　人
（住宅用）

個　人
（事業用）

法　人 

課税対象外
屋根などに経済産業省の認
定を受け設置し、売電の事
業資産となる発電設備は課
税の対象になります。

個人であっても事業に使用している資産
については、発電出力、全量売電、余剰
売電にかかわらず課税対象になります。

事業に使用している資産になりますので、
発電出力、全量・余剰売電にかかわらず
課税対象になります。

(11km)

,

本年１月の放水競技
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■
訓
練
内
容　

情
報
処
理
技
術
習
得
訓
練　

２
年
間

■
訓
練
場
所　

身
体
障
害
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
訓
練
セ
ン
タ
ー（
益
城
町
）

■
応
募
資
格　

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し
込
み
を

し
、
高
校
卒
業（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）と

同
等
以
上
の
能
力
を
持
つ
人
で
、
特
別
な

介
助
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
な
ど

■
定
員　

10
人

■
募
集
締
切　

平
成
27
年
１
月
21
日（
水
）

■
費
用　

１
年
目
：
約
３
万
３
千
円

　
　
　
　

２
年
目
：
約
２
万
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
６
―
３
７
８
―
０
１
２
１

■
日
時　

平
成
27
年
１
月
18
日（
日
）

      　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

      　
　

※
小
雨
決
行

■
集
合
場
所　

宇
城
市
三
角
支
所

　

宇
城
市
三
角
町
波
多
2
1
3
―
1

■
内
容　

三
角
岳（
標
高
４
０
６
ｍ
）に
登
り

ま
す
。

■
参
加
費　

５
０
０
円（
小
学
生
３
０
０
円
、

幼
児
１
０
０
円
）

■
募
集
定
員　

40
人

■
申
し
込
み
方
法

　

「
第
９
回
森
林
自
然
観
察
・
体
験
教
室
申

し
込
み
」
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話

番
号
を
記
載
し
て
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

１
月
21
日（
水
）必
着

■
申
し
込
み
先

　

〒
８
６
２
―
８
５
７
０（
住
所
記
載
不
要
）

　

熊
本
県
森
林
保
全
課
み
ど
り
保
全
班

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
６
―
３
８
５
―
６
２
４
７

　

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

　
shinrinhozen@

pref.kum
am
oto.lg.jp

■
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
森
林
保
全
課

　

☎
０
９
６
―
３
３
３
―
２
４
５
０

熊本県新規就農・就業相談
＆体験報告会

■日時　平成２７年１月１０日（土）
　　　　午前１１時～午後４時
■場所　ホテル熊本テルサ
　　　　熊本市中央区水前寺公園28-51
※参加費無料、服装自由、事前申込不要。詳
しくはお問い合わせください。

■問い合わせ先　熊本県農業公社
　　　　　　　　☎０９６－２１３－１２３４

　

町
で
は
、
平
成
27
年
度
の
予
約
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は
、
在
学
校
の
学
校

長
を
経
由
し
て
、
教
育
委
員
会
へ
願
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い（
在
学
途
中
で
も
可
）。

　

条
件
と
募
集
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
募
集
人
員

〇
高
等
学
校
と
高
等
専
門
学
校
奨
学
生

６
人
程
度

〇
大
学（
短
大
含
む
）と
専
修
学
校
等
奨
学
生

４
人
程
度

■
資
格

〇
他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
人

〇
高
校
な
ど
に
あ
っ
て
は
中
学
校
の
評
定
平

均
が
３
・
２
以
上
、
大
学
な
ど
に
あ
っ
て

は
高
校
の
評
定
平
均
が
３
・
５
以
上
で
あ

る
こ
と
。

〇
世
帯
全
員
の
１
年
間
の
収
入
が
町
で
定
め

る
基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

■
奨
学
金
の
月
額

〇
高
等
学
校
と
高
等
専
門
学
校
奨
学
生

１
万
２
千
円
以
内

〇
大
学
奨
学
生（
短
大
を
含
む
）と
専
修
学
校

等
奨
学
生（
文
部
科
学
省
が
規
定
す
る
学
校
）

３
万
５
千
円
以
内

■
返
還

〇
高
等
学
校
奨
学
生
は
、
同
校
卒
業
後
１
年

お
い
て
、
借
り
た
年
数
の
２
倍
以
内
の
期

間
内
で
返
還
す
る
。

〇
高
等
専
門
学
校
奨
学
生
は
、
同
校
卒
業
後

借
り
た
年
数
の
２
倍
以
内
の
期
間
内
で
返

還
す
る
。

○
専
修
学
校
等
奨
学
生
・
大
学
奨
学
生
は
、

同
校
卒
業
後
借
り
た
年
数
の
３
倍
以
内
の

期
間
内
で
返
還
す
る
。

※
町
が
定
め
る
国
家
資
格
な
ど（
表
１
）を
持

つ
人
で
、
町
内
に
住
ん
で
町
内
の
施
設
や

町
内
を
拠
点
と
し
て
そ
の
国
家
資
格
な
ど

の
業
務
に
従
事
す
る
人
は
、
奨
学
金
の
一

部
の
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
利
息　

無
利
子

■
募
集
期
間　

平
成
27
年
１
月
５
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
２
月
27
日（
金
）

■
留
意
事
項

　

奨
学
資
金
は
貸
付
事
業
で
す
。
卒
業
後
に

は
必
ず
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。
返
還
金
は
、
こ
れ
か
ら
学
び
た
い
後
輩

へ
の
希
望
を
つ
な
ぐ
「
バ
ト
ン
」
で
す
。
今

後
貸
付
を
必
要
と
す
る
後
輩
が
安
心
し
て
学

べ
る
よ
う
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
返
還
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会　

担
当
／
原
田

　

☎
○内
４
０
２　

○町
35
―
２
１
１
１

身
体
障
が
い
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
訓
練
生
募
集
中

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
学
校

平
成
27
年
度

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

教
育
委
員
会

第
９
回
森
林
自
然
観
察
・

体
験
教
室　

三
角
岳

熊
本
県
森
林
保
全
課

熊本労働局からのお知らせ　熊本労働局労働基準部賃金室
☎　０９６－３５５－３２０２

熊本県最低賃金が改正されました
（１）地域別最低賃金

（２）特定（産業別）最低賃金 

　※産業別最低賃金には、適用範囲があります。

（表１）町が定める国家資格など

最低賃金ワン・ストップ無料相談のご案内
　最低賃金の引き上げに対応した賃金の引き上げに
取り組む中小企業の支援として、経営面と労働面の
相談をワンストップで対応できる無料相談窓口を設
置しました。
（相談窓口）熊本県最低賃金総合相談支援センター
　熊本市中央区安政町８－16村瀬海運ビル７Ｆ
　熊本県社会保険労務士会内　☎0 9 6 - 3 2 4 - 1 1 2 4

ご存知ですか?中小企業を応援する業務改善助成金
　事業場内の最も低い時間給を40円以上引き上げる
計画と、就業規則の改正や労働能率の増進に資する
設備の導入など業務改善に要する経費が10万円以上
の計画を労働者の意見を聞いて策定する中小企業に
対して、賃金引き上げに資する業務改善を支援しま
す。
　就業規則の作成、労働能率の増進に資する設備・
機器の導入、研修などの実施に係る経費の２分の１
（下限５万円、上限100万円）を助成します。ただ
し、常時使用する労働者の数が、企業全体で30人以
下の事業場にあっては４分の３を助成します。

最低賃金の件名

熊本県最低賃金

時間額

６７７円

７２５円

７７５円

７０７円

効力発生年月日

平成26年10月１日

平成26年12月15日

最低賃金の件名 時間額 効力発生年月日

電子部品・デバイ
ス・電子回路、電
気機械器具・情報
通信機械器具製造
業

自動車・同附属品
製造業、船舶製造・
修理業、舶用機関
製造業

百貨店，総合スー
パー

法律系 行政書士、司法書士

社会保険労務士

ＩＴパスポート、基本情報技術者

医師、歯科医、獣医師、薬剤師、
歯科技工士、歯科衛生士

電気主任技術者、電気工事士、
電気通信主任技術者、電気工事
施工管理技士

管理栄養士

海技士（機関）、海技士（航海）、
自動車整備士
潜水士

公認会計士、税理士

測量士、土地家屋調査士、不動産
鑑定士

管工事施工管理技士、土木施工管理技士、
建築士、建築施工管理技士

理容師、美容師

学校図書館司書教諭、高等学校教諭普通
免許状、養護学校教諭、中学校教諭普通
免許状、小学校教諭普通免許状

町長が特に必要と認めた国家資格および
第１次産業に関連する資格や技能などを
取得し、後継者としてその業務に従事す
る者

コンサル系

ＩＴ資格／
パソコン系

医療系

電気系

調理／衛生／
飲食系

車両／航空／
船舶系

会計系

不動産系

介護／福祉系

建築／施行系

生活関連

教育関連

その他

あん摩マッサージ指圧師、介護福祉士、
介護支援専門員、看護師、臨床検査技師、
臨床工学技士、理学療法士、はり師、
作業療法士、保育士、保健師、きゅう師、
救急救命士、助産師、診療放射線技師、
視能訓練士、精神保健福祉士



苓北町役場

志岐交番

苓北町物産館

雲
仙
天
草
国
立
公
園

雲
仙
天
草
国
立
公
園

富
岡
港

富
岡
港

国照寺国照寺

ホタルの里

志岐ダム

ホタルの里

妙見の滝
都呂 ダ々ム
都呂 ダ々ム公園妙見の滝

黒染溜池黒染溜池

仏木坂古戦場仏木坂古戦場

木山弾正無念坂木山弾正無念坂

苓北町役場

苓北町温泉センター麟泉の湯
苓北町温泉プール
苓北町温泉センター麟泉の湯
苓北町温泉プール

志岐交番

志岐城跡

324

389

苓北町物産館

九州電力苓北
発電所

富岡ビジターセンター富岡ビジターセンター

志岐ダム

都呂 ダ々ム
都呂 ダ々ム公園

九州電力苓北
発電所

おりやまニュータウン

ざいのおニュービレッジ

はま団地

ニューとどろき

苓北町郷土資料館苓北町郷土資料館

苓北町商工会館苓北町商工会館

（一佛二十五菩薩）（一佛二十五菩薩）
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　宅地を分譲しているざいのおニュービレッジ（上津
深江）では現在、全25区画中、15区画を購入してい
ただいています。
　ざいのおニュービレッジは、眺望・交通アクセス・
自然環境が整った場所にあり、上・下水道も完備して
います。
　宅地の購入申し込みは随時受け付けています。宅地
をお探しの人は、ぜひお問い合わせください。また、
現地案内も行っています。
■問い合わせ先　土木管理課　担当／武林
　　　　　　　　☎０９６９－３５－１１１１（内線１２２）

ざいのおニュービレッジ宅地分譲中！！
夕日がきれい　眺望が自慢!!

区画
番号
２

７

８

９

10

11

12

13

19

24

販売価格（円）

3,643,091

3,468,917

3,420,518

3,368,441

4,345,885

3,618,092

3,657,447

3,778,169

3,614,369

5,359,865

地積（坪）

約80.82

約78.93

約79.87

約78.66

約98.88

約82.32

約83.21

約85.96

約82.23

約116.00

地積（㎡）

267.16

260.91

264.04

260.02

326.87

272.13

275.09

284.17

271.85

383.47

町道

国
道
３
２
４
号
線
←

２

１０
９

８
７

１９24

１１
１２

１3

■ざいのおニュービレッジ分譲地一覧表
（優遇措置の一例）
　４人家族で町外から転入、土地購入後１年以内に
地元企業を使い建築した場合、最高60万円の助成
があります。※ざいのお以外の宅地にも適用。

◎宅地購入者に優遇措置があります

■優遇措置の基準 
項　目 町　　　　外 町　　　　内
転　　入
４人以上

建設時期

２０万円
１０万円 １０万円

１年以内
１０万円
地元企業で建築
２０万円

一部地元企業利用
１０万円

地元企業で建築
２０万円

一部地元企業利用
１０万円

２年以内
５万円

１年以内
１０万円

２年以内
５万円

住宅建設
要　　件
優遇措置
（補助金額） 最高６０万円 最高４０万円

●宅地の場所　苓北町富岡字轟三番割
●販売区画数　２区画

面積（㎡）
190.10

187.53

3,927,466

3,874,369

富岡3444番49

富岡3444番48

金　額（円） 所　在

〈富　岡〉
ニューとどろき

●宅地の場所　苓北町都呂々字長迫
●販売区画数　１区画

面積（㎡）
362.39 4,783,548

金　額（円） 所　在
都呂々2934番3

〈都呂々〉
はま団地

●宅地の場所　苓北町坂瀬川字東折山
●販売区画数　1区画

面積（㎡）

237.68 坂瀬川1686番83,802,880

金　額（円） 所　在

〈坂瀬川〉
おりやまニュータウン

ざいのおニュービレッジ

ほかにも
好立地の宅地を
分譲しています
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平
成
26
年
第
30
回
苓
北
町
議
会
定
例
会
が

12
月
４
日
か
ら
５
日
の
日
程
で
開
か
れ
、
６

人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
を
は
じ
め
専
決

処
分
の
承
認
、
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
1
9

件
の
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

※
一
般
質
問
の
内
容
は
、
来
月
発
行
の
議
会

　

広
報
「
き
ず
な
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

  

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
55
億
2
5
7

万
6
千
円
を
55
億
8
2
5
万
6
千
円
に
増
額

補
正
。

※
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
係
る
県
委
託
金

5
6
8
万
円
を
増
額
。

●
苓
北
町
公
告
式
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、
引
用
し
て
い
る
関

係
条
例
に
条
ズ
レ
が
生
じ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
改
正
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
改
正
。

●
苓
北
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

  

苓
北
町
税
条
例
第
32
条
を
削
除
し
、
附
則

第
10
条
の
２
に
課
税
標
準
の
特
例
を
追
加

し
、
条
文
の
整
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め

改
正
。

●
苓
北
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
お
よ
び
熊
本
県
人
事
委
員
会

勧
告
に
準
じ
て
職
員
の
給
与
な
ど
を
改
正
す

る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
を
改
正
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
改
正
。

●
苓
北
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例

　

出
産
育
児
一
時
金
な
ど
の
見
直
し
に
伴
う

関
係
政
令
な
ど
の
改
正
に
よ
り
、
条
例
を
改

正
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
改
正
。

●
苓
北
町
子
育
て
支
援
医
療
費
補
助
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

子
育
て
支
援
拡
充
の
た
め
改
正
。

●
苓
北
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場
設
置
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

町
内
３
中
学
校
を
平
成
27
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
廃
止
し
、
平
成
27
年
４
月
１
日
付
け

で
新
た
な
１
つ
の
中
学
校
を
設
置
す
る
に
あ

た
り
、
条
例
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
た
め

改
正
。

●
平
成
26
年
度
苓
北
町
各
会
計
補
正
予
算

 

一
般
会
計
と
五
つ
の
特
別
会
計
補
正
予
算

を
可
決
（
表
１
）

●
請
負
契
約
﹇
苓
北
町
役
場
庁
舎
空
調
設
備

　

改
修
工
事
﹈
の
変
更
締
結

　

当
初
契
約
金
額
６
，１
０
２
万
円
を
６
，３
７

２
万
９
，７
９
９
に
変
更
。

●
請
負
契
約
﹇
苓
北
町
体
育
セ
ン
タ
ー
耐
震

　

化
工
事
﹈
の
変
更
締
結

  

当
初
契
約
金
額
５
，８
７
０
万
８
，８
０
０
円

を
６
，１
４
０
万
８
，５
０
５
円
に
変
更
。

●
請
負
契
約
﹇
町
道
赤
仁
田
線
災
害
復
旧
工

　

事
﹈
の
締
結

　

■
契
約
の
金
額　
６
，７
２
６
万
２
，４
０
０
円

　

■
契
約
の
相
手
方　

前
川
建
設
株
式
会
社

●
苓
北
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

　

者
の
指
定

　

苓
北
町
農
業
協
同
組
合
に
指
定
。　

●
苓
北
町
斎
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

苓
北
町
農
業
協
同
組
合
に
指
定
。

●
苓
北
町
温
泉
セ
ン
タ
ー
及
び
温
泉
自
動
販

　

売
機
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

長
井
商
事
株
式
会
社
に
指
定
。

●
苓
北
町
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
等
の
指
定
管

　

理
者
の
指
定

　

株
式
会
社
サ
ン
ク
リ
ー
ン
ド
リ
ー
ム
に
指

定
。

第
30
回 

苓
北
町
議
会
定
例
会
報
告

承
認
さ
れ
た
案
件

可
決
さ
れ
た
案
件

審議を見守る傍聴者
※水道、下水道、特定地域生活排水処理事業特別会計は歳入歳出の異動が
　ないため、補正前と補正後は同額となっています。

会　計　名

一　　　　　般

国民健康保険

介　護　保　険

水　　　　　道

下　　水　　道

特定地域生活排水

補正後の額　  

54億3,444万3千円

12億321万6千円

9億1,377万1千円

2億8,710万4千円

3億4,246万8千円

5,080万4千円

補　正　額 　

△7,381万3千円

70万7千円

448万3千円

0円

0円

0円

補正前の額　 

55億825万6千円

12億250万9千円

9億928万8千円

2億8,710万4千円

3億4,246万8千円

5,080万4千円

（表１）平成26年度苓北町各会計補正予算
　町では、地方自治法の定めによって、２人の監査
委員が任命されています。
　「監査委員は、普通地方公共団体の財務に関する
事務の執行および普通地方公共団体の経営に係る事
業の管理を監査する」と同法に定められています。
監査の主な種類は（表１）のとおりです。
　１１月２８日付けで、１０月下旬から１１月上旬に実施
された平成２６年度の定期監査の結果が公表されま
した。
　役場町民ホールや各出張所に「定期監査結果公表
書」を置いていますので、ご覧ください。公表書
は、誰でも見ることができます。

　

衆
議
院
の
解
散
に
伴
う
衆
議
院
議
員
総
選

挙
お
よ
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の

投
票
が
町
内
九
つ
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
即

日
開
票
の
結
果
、
小
選
挙
区
で
は
次
世
代
の

党
前
職
の
園
田
博
之
氏
が
10
期
連
続
当
選
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
選
挙
に
は
、
小
選
挙
区
熊
本
県

第
４
区
に
２
人
が
立
候
補
。
ま
た
比
例
代
表

選
挙
九
州
選
挙
区
に
は
９
の
政
党
や
政
治
団

体
が
届
出
を
行
い
、
有
権
者
に
支
持
を
訴
え

ま
し
た
。

　

苓
北
町
に
お
け
る
衆
院
選
小
選
挙
区
の
確

定
投
票
率
は
57・09
％
で
、
前
回
選
挙
の
63・

56
％
に
比
べ
6・47
ポ
イ
ン
ト
低
い
投
票
率

と
な
り
ま
し
た
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙  

苓
北
町
の
投
票
率
57・09
％

園
田
博
之
氏（
次
世
代・前
）が
10
期
連
続
当
選

当日有権者数

投 票 者 数

投　票　率

有 効 投 票

無 効 投 票

不　受　理

６，６１８人（6,687人）

３，７７８人（4,250人）

５７．０９％（63.56％）

３，５３７票

　 ２４１票

 　　０票

園田　博之
（次世代・前）

井芹　栄次
（日本共産・新） ９５５票

２，５８２票

当日有権者数

投 票 者 数

投　　票　　率

有 効 投 票

無 効 投 票

不　受　理

６，６１８人（6,687人）

３，７７９人（4,255人）

５７．１０％（63.63％）

３，６１６票

　 １６３票

 　　０票

開 票 結 果
●小選挙区選出議員選挙  ※（　）は前回の結果 ●比例代表選挙

●候補者の得票数（届出順）

●比例代表選挙の政党別得票数 （届出順）

日本共産党
次世代の党
幸福実現党
生活の党
公明党
維新の党
自由民主党
社会民主党
民主党

４２９票
８２票
４８票
８６票
７５２票
３８６票

１，２１５票
７３票
５４５票

（表１）

例月現金
出納検査

毎月、前月分の出納の状況や現
金の保管状況等を監査する

決算の状況について町長の要求
に応じて監査する

条例で実施時期が定められ主に
事務の執行状況等を監査する

決算審査

定期監査

■問い合わせ先
　監査事務局（苓北町議会事務局内）　担当／山口
　　☎○内 ３０２　○町 ３９－０００５

平成26年度の定期監査の結果が公表されました
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第
二
次
天
領
時
代（
２
）

　

先
月
号
の
復
習
で
す
。
戸
田
忠
昌
の
後
、

天
草
は
、
寛
文
11
年
（
１
６
７
１
年
）
か
ら

幕
府
直
轄
領
と
な
り
ま
し
た
。
以
後
、
支
配

に
異
動
は
あ
り
ま
し
た
が
、
明
治
維
新
を
迎

え
る
ま
で
の
期
間
を
、
第
二
次
天
領
時
代
と

呼
び
ま
す
。

村
治

〔
大
庄
屋
〕
郡
内
各
組
に
１
名
ず
つ
置
か
れ

ま
し
た
。
原
則
、
世
襲
で
し
た
。
幕
府

は
、
正
徳
３
年
（
１
７
１
３
年
）
５
月

に
、
大
庄
屋
な
ど
の
廃
止
を
命
じ
ま
し

た
。
し
か
し
、
時
の
天
草
代
官
（
８
代
）

の
竹
村
嘉
茂
は
、
大
庄
屋
の
復
活
を
要
望

し
ま
し
た
。
天
草
が
島
国
で
、
寛
永
年
間

の
「
天
草
・
島
原
の
乱
」
の
後
、
他
国
よ

り
も
人
の
出
入
り
が
多
く
、
取
り
締
ま
り

に
煩
わ
し
い
事
な
ど
を
理
由
と
し
ま
し

た
。
後
任
（
９
代
）
の
室
七
郎
左
衛
門

も
、
再
度
、
幕
府
へ
上
申
し
、
翌
４
年
に

復
活
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

〔
庄
屋
〕
大
庄
屋
と
同
様
に
、
原
則
、
世
襲

で
し
た
。
法
令
の
伝
達
・
年
貢
の
徴
収
な

ど
、
村
内
の
民
政
を
担
当
し
ま
し
た
。

〔
年
寄
〕
庄
屋
を
補
佐
し
て
事
務
を
行
い
ま

し
た
。
時
と
場
合
に
よ
っ
て
は
、
庄
屋
の

代
理
と
し
て
村
を
代
表
し
ま
し
た
。
毎

年
、
高
持
（
本
）
百
姓
か
ら
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
１
年
で
、
再
選
が
で
き
ま

し
た
。

〔
百
姓
代
〕
年
寄
と
同
じ
、
高
持
百
姓
か
ら

数
名
を
選
出
し
ま
し
た
。
庄
屋
や
年
寄
の

監
視
役
を
務
め
ま
し
た
。

※

庄
屋
・
年
寄
・
百
姓
代
を
、
「
村
三
役
」

や
「
村
方
三
役
」
と
呼
び
、
自
治
的
に
村

を
運
営
し
ま
し
た
。
所
に
よ
っ
て
は
、

「
肝
煎
」
職
を
置
い
て
、
村
役
人
を
補
佐

し
ま
し
た
。

富
岡
町

　

天
領
時
代
に
代
官
所
の
城
下
町
で
し
た
。

郡
中
十
組
の
外
で
町
制
が
布
か
れ
て
、
町
年

寄
・
町
庄
屋
が
置
か
れ
ま
し
た
。

〔
町
年
寄
〕
世
襲
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
一
・
二
丁
目
は
城
内
で
、
代
官
が
直

接
支
配
し
ま
し
た
。
三
丁
目
以
南
の
町
方

に
は
、
三
丁
目
と
五
丁
目
に
町
年
寄
が
置

か
れ
ま
し
た
。

〔
町
庄
屋
〕
年
貢
の
割
付
・
徴
収
な
ど
の
職

務
が
あ
り
、
町
の
大
局
を
統
轄
し
ま
し

た
。
荒
木
氏
が
世
襲
し
て
、
明
治
に
至
り

ま
し
た
。

〔
月
行
司
〕
町
内
の
五
人
組
か
ら
毎
月
１
名

ず
つ
交
替
で
出
て
、
町
年
寄
を
補
佐
し
ま

し
た
。

寺
領

　

慶
安
元
年
（
１
６
４
８
年
）
12
月
、
鈴
木

重
成
の
時
代
に
遡
り
ま
す
。

 

重
成
は
、
幕
府
の
許
可
を
得
て
天
草
の
寺

社
に
三
百
石
を
寄
進
し
ま
し
た
。
苓
北
地
域

で
寺
社
領
が
寄
進
さ
れ
た
の
は
、
志
岐
村
の

国
照
寺
45
石
、
富
岡
町
の
瑞
林
寺
15
石
、
寿

覚
院
13
石
、
富
岡
の
飛
龍
権
現
宮
10
石
の
３

寺
１
社
で
し
た
。
さ
ら
に
、
大
江
村
（
天
草

町
）
の
江
月
院
が
、
志
岐
村
の
う
ち
13
石
で

し
た
。

　

国
照
寺
の
場
合
は
、
年
柄
村
と
志
岐
村
の

一
部
を
支
配
し
ま
し
た
。
年
柄
村
は
、
１
村

全
部
が
寺
領
と
な
り
、
志
岐
村
の
一
部
は
白

木
尾
村
と
し
て
志
岐
村
か
ら
分
離
し
て
、
１

村
に
な
り
ま
し
た
。
寺
社
領
の
収
入
を
確
実

に
し
て
、
宗
教
に
専
念
さ
せ
る
目
的
が
あ
り

ま
し
た
。

　

国
照
寺
の
住
職
は
、
寺
領
内
で
領
主
や
地

頭
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
行
政
的
に
は
代
官
所

の
支
配
に
属
し
、
宗
教
面
で
は
寺
社
奉
行
、

行
政
面
で
は
勘
定
奉
行
、
公
事
は
、
長
崎
奉

行
の
管
轄
下
に
あ
り
ま
し
た
。

〔
寺
領
村
の
行
政
〕
年
柄
村
と
白
尾
村
で

は
、
他
の
村
と
同
様
に
、
庄
屋
・
年
寄
・

百
姓
代
が
置
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
合
、

他
村
と
の
交
渉
は
、
領
主
の
住
職
が
行
い

ま
し
た
の
で
、
村
役
人
は
補
佐
役
の
役
割

を
果
た
し
ま
し
た
。
庄
屋
は
、
郡
内
で
小

庄
屋
と
呼
ば
れ
、
村
内
と
領
主
と
の
連
絡

に
従
事
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
江
戸
時
代

の
後
半
に
な
る
と
、
次
第
に
寺
領
と
し
て

の
独
立
性
が
失
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

歴
史
を
訪
ね
て

志
岐
城
跡
と
富
岡
城
跡 

〔
第
33
回
〕

文
／
大
田　

幸
博

　
　
（
前
県
立
装
飾
古
墳
館
長
）

■白和えの作り方
①豆腐は茹でて水気を切り、すり鉢でする。その中に、
　ごま、砂糖、味噌を入れすり混ぜ、あえ衣を作る。
②人参、白菜は千切りにして茹でる。
③ほうれん草は茹でて、１～２cmに切る。
④あえ衣に②③を入れ混ぜ合わせる。
※豆腐は絞り豆腐を使うと便利です。
※すり鉢の代わりにフードプロセッサーを使用しても
　良いでしょう。

食で育む命の応援団「チーム　ぱくぱく」
　保育園・学校・行政が協働と連携を図り、苓北町の
将来を担う子どもたちの“食の応援団”になります。

 「食べ物や生産に関わる人に感謝して食べよう」

　寒い日が続いています。この寒さの中でも漁業や農業な
どたくさんの人が働いています。食物が私たちに届くまで
にはたくさんの人が関わっています。これらの人たちの苦
労や思いを考えながら味わって食べましょう。人が食べる
ということは、動植物の命をいただくことです。その命を
いただくことや、生産・調理してくれた人に感謝の気持ち
を忘れずに大切においしくいただきましょう。
　今回の共通メニューは「白和え」です。旬の青菜を豆腐
の優しい甘さで包む白和えは、青菜が苦手でも食べやすい
のではないでしょうか？白和えの具に決まりはありませ
ん。いろんな「旬」を和えてみましょう。

１月の目標

苓北町子育て支援センター

ふ れ あ い 広 場ふ れ あ い 広 場

　室内には人の咳やくしゃみでウイルスがウヨウヨ。
時々窓を開け、新鮮な空気と入れ替えましょう。

宮原保育園のおともだち

だ
い
し
ょ
う
や

し
ょ
う
と
く

か
け
し
げ

た
か
も
ち

か
ん
ぶ
ん

け
い
あ
ん

こ
く
し
ょ
う
じ

ず
い
り
ん  

じ

じ
ゅ

が
く
い
ん

こ

し
ょ
う
や

こ
う
げ
つ
い
ん

う
ら
う
ん
じ
ょ
う

ふ
ね  

こ  

や
く

ま
ん  

じ

そ
う
べ
ん
ざ
し

と
し
か
ら
む
ら

く　

じ

し
ら

き　

お  

む
ら

き
も
い
り

ご
ん
げ
ん
ぐ
う

ひ
り
ゅ
う

役
職

〔
掛
屋
役
〕
年
貢
は
米
納
が
原
則
で
し
た

が
、
富
岡
町
の
浦
運
上
の
よ
う
に
、
銀
納

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

一
般
に
通
用
し
た
の
は
銭
貨
で
、
種
類
も

多
く
、
悪
貨
も
流
通
し
た
の
で
、
鑑
別
し

て
収
納
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
そ
の
方
面
に
造
形
の
深
い
者
を
掛
屋

役
に
命
じ
ま
し
た
。
こ
の
職
は
、
両
替
職

も
兼
ね
ま
し
た
。

〔
舸
子
役
〕
郡
中
七
浦
に
弁
指
が
１
名
ず
つ

置
か
れ
、
漁
民
を
管
理
し
ま
し
た
。
七
浦

は
、
富
岡
・
牛
深
・
崎
津
・
二
江
・
御

領
・
佐
伊
津
・
湯
舟
原
で
す
。
万
治
２
年

（
１
６
５
９
年
）
か
ら
は
役
人
の
送
迎
、

海
難
船
や
異
国
船
の
廻
浦
挽
に
従
事
し
ま

し
た
。

〔
惣
弁
指
〕
郡
内
の
中
で
富
岡
に
一
人
設
け

ら
れ
、
富
岡
の
弁
指
を
兼
ね
て
郡
中
の
弁

指
を
取
り
締
ま
り
ま
し
た
。

【
歴
代
の
天
草
代
官
】

　

文
中
の
室
七
郎
左
衛
門
ま
で
。

　

初
代　
　

小
川
正
辰

　

２
代　
　

永
田
貞
清

　

３
代　
　

服
部
三
正

　

４
代　
　

今
井
茂
富

　

５
代　
　

山
本
興
惣
右
衛
門

　

６
代　
　

竹
村
惣
左
衛
門

　

７
代　
　

小
野
朝
之
丞

　

８
代　
　

竹
村
嘉
茂

　

９
代　
　

室
七
郎
左
衛
門

          　

（
日
田
代
官
兼
任
）

第
二
次
天
領
時
代（
２
）

戸
田
忠
治（
忠
昌
）の
治
政

運
上
の
制
定

　

小
物
成
（
雑
税
）
を
改
定
し
て
運
用
に
務

め
ま
し
た
。
富
岡
町
の
浦
方
運
上
（
住
民

税
）
を
銀
三
百
目
（
匁
）
と
決
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
蚫
運
上
、
漁
船
に
は
四
反
帆
以
上
に

帆
役
運
上
（
船
税
）
、
酒
屋
に
は
酒
株
運
上

（
免
許
に
対
す
る
税
）
、
そ
の
他
、
二
江
村

に
鶏
冠
草
（
薬
用
植
物
）
運
上
、
鬼
池
な
ど

に
塩
浜
運
上
を
課
し
ま
し
た
。

〔
詳
〕

帆
役
運
上…

江
戸
時
代
前
期
ま
で
、
技
術
的

に
、
厚
い
帆
布
を
織
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
、
２
枚
重
ね
の
布
地
を
四

子
糸
と
呼
ば
れ
る
太
い
糸
で
、
刺
し
子
の
よ

う
に
縫
い
合
わ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
を
三
幅
分

横
に
繋
い
だ
の
が
帆
布
一
反
で
、
幅
は
お
お

よ
そ
90
あ
り
ま
し
た
。
「
何
反
帆
」
の
呼
び

名
は
、
帆
布
地
の
一
端
を
横
に
繋
い
だ
数
で

す
。
そ
の
際
、
帆
の
縦
の
長
さ
は
、
無
関
係

で
す
。
図
示
し
た
四
反
帆
船
に
は
、
４
本
筋

の
帆
布
が
見
え
ま
す
。

※

四
子
糸…

紡
績
し
た
１
本
の
糸
が
単
糸

で
、
こ
れ
を
４
本
撚
り
合
わ
せ
た
も
の
で

す
。

※

刺
し
子…

木
綿
布
を
木
綿
糸
で
補
強
し
た

の
が
始
ま
り
で
す
。
現
在
は
、
布
地
に
糸
で

幾
何
学
模
様
の
図
柄
を
刺
繍
し
て
縫
い
込
む

こ
と
を
言
い
ま
す
。

※

酒
株…

醸
造
業
の
免
許
制
の
一
つ
で
す
。

酒
株
そ
の
も
の
は
、
将
棋
の
駒
の
形
を
し
た

木
製
の
鑑
札
で
す
。
こ
れ
を
店
先
に
掲
げ
て

営
業
し
ま
し
た
。
忠
治
は
酒
株
の
免
許
の
発

行
手
数
料
を
徴
収
し
た
の
で
し
ょ
う
。
62
軒

の
酒
屋
が
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

※

塩
浜
運
上…

塩
を
製
造
す
る
浜
に
課
せ
ら

れ
た
雑
税
で
す
。

※

本
途
物
成…

小
物
成
り
に
対
比
す
る
も
の

で
、
本
年
貢
の
こ
と
で
す
。

五
人
組
帳
始
め

　

寛
文
６
年
（
１
６
６
６
年
）
か
ら
五
人
組

帳
の
作
成
を
始
め
ま
し
た
。
制
度
の
始
ま
り

は
、
元
和
元
年
（
１
６
１
５
年
）
頃
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
初
の
目
的
は
、
浮
浪
人
対
策

で
し
た
が
、
寛
永
年
間
（
１
６
２
４
年
〜
１

６
４
５
年
）
に
な
る
と
、
切
支
丹
の
取
り
締

ま
り
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
も
し
、
組
中
か

ら
切
支
丹
を
出
せ
ば
、
連
帯
責
任
が
問
わ

れ
、
全
員
が
処
罰
さ
れ
ま
し
た
。
後
に
、
重

要
な
自
治
組
織
に
発
達
し
ま
し
た
。

宗
教
政
策

　

鈴
木
代
官
時
代
の
政
策
を
踏
襲
す
る
と
共

に
、
重
成
、
重
辰
二
代
に
亘
る
功
績
を
称

え
、
各
村
に
鈴
木
神
社
を
建
立
す
る
よ
う
勧

め
ま
し
た
。

富
岡
城
の
破
城

　

戸
田
忠
治
（
忠
昌
）
は
、
富
岡
城
に
７
年

間
居
城
し
て
、
寛
文
10
年
（
１
６
７
０
年
）

に
、
幕
府
の
役
職
（
寺
社
奉
行
と
奏
者
を
兼

任
）
に
就
任
す
る
た
め
天
草
を
去
り
ま
し

た
。
こ
の
時
に
「
天
草
は
、
永
久
に
天
領
た

る
べ
き
地
」
と
幕
府
に
建
言
し
た
と
さ
れ
ま

す
。
実
際
、
戸
田
氏
は
、
本
丸
と
二
の
丸
を

破
城
し
て
去
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
世
に
い
う

「
戸
田
の
破
城
」
で
す
。
こ
の
政
策
に
つ
い

て
、
昭
和
22
年
に
発
刊
さ
れ
た
松
田
唯
雄
の

『
天
草
近
代
年
譜
』
は
、
「
過
城
塞
の
維
持

修
復
に
た
め
に
蒙
る
郡
民
へ
の
過
重
な
負
担

を
根
絶
さ
せ
る
懸
命
の
策
」
と
称
賛
し
て
い

ま
す
。

〔
詳
〕
奏
者…

城
中
に
お
け
る
武
家
の
礼
式

を
管
理
し
ま
す
。
寺
社
奉
行
と
の
兼
任
が
普

通
で
、
こ
の
職
に
就
く
こ
と
は
、
エ
リ
ー
ト

の
証
で
し
た
。

戸
田
の
破
城
に
つ
い
て
の
考
え

　

戸
田
忠
治
は
、
後
に
老
中
へ
上
り
詰
め
た

ほ
ど
の
人
物
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
だ
と

し
て
も
疑
問
が
湧
き
ま
す
。
一
大
名
の
考
え

が
そ
ん
な
に
簡
単
に
認
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う

か
。
幕
府
の
権
限
は
絶
大
な
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
破
城
の
行
為
は
、
や
は
り
幕
府
の
指

示
が
あ
っ
た
と
見
た
方
が
、
自
然
で
し
ょ

う
。

天
草
は
第
二
次
天
領
時
代
へ

　

戸
田
忠
治
が
天
草
を
去
る
と
、
寛
文
11
年

（
１
６
７
１
年
）
５
月
に
、
代
官
小
川
正
辰

が
富
岡
に
入
り
、
富
岡
城
の
三
の
丸
を
修
復

し
て
、
代
官
役
所
に
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
天
草
の
支
配
を
振
り
返
る
と
、

寺
沢
宏
高
時
代
の
慶
長
５
年
（
１
６
０
０

年
）
か
ら
明
治
維
新
を
迎
え
た
慶
応
４
年

（
１
８
６
８
年
）
ま
で
、
の
２
６
８
年
間
の

内
、
私
領
時
代
（
寺
沢
氏
父
子
・
山
崎
家

治
）
の
48
年
間
を
差
し
引
い
た
２
２
０
年
間

は
、
幕
府
の
天
領
で
し
た
。

　

こ
の
内
、
専
任
の
代
官
が
い
た
の
は
、
鈴

木
重
成
父
子
（
23
年
間
）
と
、
小
川
代
官
の

寛
文
11
年
か
ら
竹
村
嘉
茂
の
正
徳
４
年
（
１

７
１
４
年
）
ま
で
８
人
（
43
年
間
）
、
合
わ

せ
て
66
年
間
で
し
た
。
そ
の
他
は
、
日
田
代

官
（
郡
代
を
含
む
）
預
か
り
が
９
人
（
42
年

間
）
、
島
原
藩
預
か
り
が
７
人
（
78
年

間
）
、
長
崎
代
官
預
か
り
が
32
人
（
34
年

間
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

白和え
（1月23日の献立）
白和え

（1月23日の献立）

　寒くなってきました。風邪シーズン到来です。
風邪予防のために、外出から帰ったら「手洗い」
「うがい」は常識になってきましたが、小さい子
どもにはちょっと難しいかもしれません。そこ
で、大人がしてあげられる風邪予防は、
①十分な睡眠をとらせる・・・疲れがたまること
が免疫低下の原因です。十分な睡眠で体をよく
休めることが大切。子どもはあまり夜更かしさ
せず、大人も早寝を心がけましょう。
②人ごみにむやみに連れて行かない・・・デパー
トや遊戯施設など人ごみにはさまざまなウイル
スがあふれています。風邪をひいている人から
うつる可能性もあるので、子どもが小さいうち
はなるべく人ごみは避けましょう。

■開設日時　平日の午前９時30分～午後３時
　　　　　　年末は25日（木）まで、年始は５日（月）から
■開設場所および問い合わせ先
　新ふれあい館　（社会福祉協議会）　☎35－1270

今月のちょっと一言

子どもたちの成長が楽しみです。

■材料名 （子ども４人分）
　豆腐…………１２０ｇ
　白菜…………８０ｇ
　にんじん……２０ｇ
　ほうれん草…６０ｇ

　ごま…大さじ１／２
　味噌…小さじ２（１２ｇ）
　砂糖…大さじ１弱（８ｇ）
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　天草人権擁護委員協議会は１１月１９日、子どもたちに思い
やりの心を育んでもらおうと「思いやりの心を育む人権教
室」を富岡小学校で開催しました。同教室では、子ども人権
委員会のメンバー１１人が人権啓発寸劇「一人ぼっちにしない
で」を披露。見学旅行のグループ分けで誰にも誘われず仲間
外れにされたと思った主人公が勇気を出して先生に相談し、
クラスで話し合って解決する物語に、全校児童８５人が主人公
やクラスの人の気持ちについて考え、積極的に意見を出し合
いました。

思いやりの心を育んでほしい
天草人権擁護委員協議会人権教室

▲みんなの前で堂々と意見発表する富岡小児童

冬の健康管理に気をつけましょう
坂瀬川地区高齢者大学で勉強会

▲マジックで会場を楽しませる“コウ・チャン”さん

　坂瀬川地区高齢者大学は１１月２７日、坂瀬川公民館で冬の
健康管理について勉強会を開催しました。当日は学生３０人余
りが出席。町保健師を講師にインフルエンザの予防法や対処
法などについて学びました。
　勉強会が終わると会場はマジックショーの舞台に一変。台
湾から５時間かけてやってきたという平井皓一さん扮する台
湾人“コウ・チャン”さんが登場してマジックを披露する
と、会場に学生たちの笑い声が響きました。また平井さん
は、腹話術を使って、人形の“ひかる”くんと一緒に交通安
全を呼びかけました。

　天草畜産農業協同組合（澤地茂組合長）から贈呈された天
草黒牛の牛肉が１２月３日、町内の小中学校の給食で提供され
ました。そのうち富岡小学校では、田嶋町長と澤地組合長が
２年生の児童たちと一緒に会食しました。
　この日の献立は、Ａ５ランクの最高級の牛肉を使ったすき
焼き風煮と麦ご飯、ねぎじゃこ卵焼き、ごま大根、牛乳の５
品。児童たちは「いただきます」の声がかかると同時に、小
さな口に牛肉を頬張っていました。おじいちゃんが牛を飼っ
ているという平松拓士くんは「牛肉は大好き。とてもおいし
かったです」と満面の笑みを見せてくれました。

最高の天草黒牛に大満足
富岡小学校で招待給食

▲町長と組合長と一緒に給食を食べる２年生

九州オルレ「天草・苓北コース」誕生
商工観光課

アダム荒川殉教の地の石碑を移設
商工観光課

▲石碑に祈りをささげる神父たち

　富岡字本丸地内に建てられていたアダム荒川殉教の地の石
碑を、富岡城二の丸駐車場下に整備中の「アダム荒川の記念
広場」に移設しました。記念広場の竣工は平成27年２月末の
予定です。工事期間中は皆さんに大変ご迷惑をおかけします
が、ご理解、ご協力くださいますようお願いします。
※アダム荒川は、１６１４年にキリシタン禁教令が下った後、
信仰を守りとおす態度を続けたため処刑されました。刑は
富岡城下の海岸で実行されたとの当時の神父たちが書き残
しています。

　町バレーボール協会（岡田晴喜会長）主催の秋季ミニバレ
ー大会が１１月２６日、志岐小学校体育館で開催され、参加１０
チームが熱戦を展開しました。大会は、予選リーグを勝ち上
がった６チームで順位決定戦を行い、上位４チームで決勝ト
ーナメントを行う方法で争われ、都呂々Ａが優勝の栄冠に輝
きました。

【大会結果】
　優勝　都呂々Ａ　　　３位　どんまい１
　２位　釜Ｂ　　　　　４位　都呂々Ｃ

都呂 Ａ々が大会制覇
秋季ミニバレー大会

▲熱戦を繰り広げる参加者

水やふるさとに関心を持ってほしい
志岐川・水の旅探検バスツアー

▲志岐ダムで記念撮影

　ＮＰＯ天草シーフォート（宮﨑國忠理事長）は１１月２２日、
子どもたちに水やふるさとについて関心を深め、また農業に
ついて学んだり、農作物を作ることによる地域環境について
学んでもらおうと「志岐川・水の旅探検バスツアー」を実施
しました。
　探検先は志岐平野、城下の皿井手、平山ため池、中尾行者
の滝（ホタルの里）、志岐ダム、水の元観音堂、志岐山北平
ため池。参加した14人の子どもたちにとっては初めて訪れる
所ばかりで、楽しいミステリーツアーとなったようでした。

　トレッキングのブランド“九州オルレ”
に「天草・苓北コ－ス」が認定されまし
た。
  多くの皆さんに苓北町の歴史や自然を楽し
んでいただきたいとコ－スを選定し、苓北
町は審査を通過。九州オルレは、今年度、
天草・苓北コ－スを含む３コ－スが新たに
認定され、全部で１５コ－スとなりました。
（県内では３番目）
　お披露目として、平成２７年２月２８日（土）
にオ－プニングセレモニ－を開催、コ－ス
を歩く予定としています。
　今後コ－ス整備を行うことになります
が、沿道にあたる町民皆さんのご理解ご協
力をお願いします。
■問い合わせ先
　商工観光課　担当／龍岡
　☎○内 １１４　○町 ３９－００００

（コース）　富岡港～富岡稲荷神社～富岡ビジタ－センタ－～権現山
遊歩道～富岡海域公園展望所～白岩崎～富岡海水浴場～頼山陽公
園～林芙美子文学碑～瑞林寺～富岡神社～富岡吉利支丹供養碑～
白木尾海岸～志岐城跡～麟泉の湯
距離：約１１㎞　／　所要時間：４～５時間
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小
学
生
の
作
文

楽しかった
持久走大会

　

十
二
月
七
日
に
、
持
久
走
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
し
て
最
初

は
、
全
力
で
走
り
ま
し
た
。
で
も
、
途
中
か
ら
は
あ
は
あ
と
息
苦
し
く
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、颯
汰
君
を
ぬ
い
た
後
折
り
返
し
地
点
に
な
っ
た
時
、

ま
た
ぬ
か
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、「
せ
っ
か
く
ぬ
い
た
の
に
。」
と
思
っ
て
、

ま
た
が
ん
ば
っ
て
ぬ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
ペ
ー
ス
を
上
げ
て
三
位
に
な
り

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

園 児 の作 品

　いよいよ今年は、最後のお遊戯会です。躍動感あふれるかっこよい軽快なリズムに合わせて「朝陽」を
イメージして踊ります。本番では、心を一つにしてがんばります！！

志岐保育園
さくらぐみのおともだち

『お遊戯「ライジング」』
『お遊戯「ライジング」』

学
校
自
慢

学
校
自
慢

苓北中学校　野球部
●部の自慢
　僕たち、野球部は「率
先垂範」を合い言葉に、
一人一人がチームに貢献
できる選手になるため、
日々練習に励んでいま
す。

●部員から先生へ
　いつも、丁寧なご指導
ありがとうございます。
これからも、日々一生懸
命がんばっていくのでよ
ろしくお願いします。

●先生から部員へ
　毎日よくがんばってい
ます。冬場の体力作りの
成果が、春に発揮される
ことを期待しています。

部員数：男子14人　　
顧　問：前田　純 先生、倉田  真理 先生　　コーチ：森田  裕幸 さん

部訓『率先垂範』
　

県
立
苓
北
支
援
学
校
高
等
部
の
皆
さ
ん
が
11
月
５
日
、

道
路
わ
き
の
ご
み
拾
い
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

同
活
動
を
通
し
て
生
徒
に
社
会
の
一
員
と
し
て
地
域
に
貢

献
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
ほ
し
い
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
感
じ
て
ほ
し
い
、
季
節
や
外
の
空
気
を
感
じ
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
か
ら
毎
週
１
回
実
施
さ
れ
て
い
る
授
業

で
、
生
徒
の
体
調
を
み
な
が
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
高
等
部
の
山
田
真
輔
さ
ん
と
山
越
和
治
さ

ん
ほ
か
４
人
の
先
生
が
、
ご
み
袋
を
手
に
空
き
缶
や
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
た
く
さ
ん
の
ご
み
を
拾
い
集
め
ま
し

た
。
ま
た
山
越
和
治
さ
ん
は
、
毎
週
１
回
こ
の
授
業
に
あ

わ
せ
て
ご
家
族
に
手
紙
を
だ
し
て
い
る
そ
う
で
、
こ
の
日

も
郵
便
ポ
ス
ト
に
手
紙
を
投
函
し
て
い
ま
し
た
。

　

高
等
部
の
皆
さ
ん
の
こ
の
よ
う
な
活
動
が
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
苓
北
町
役
場
広
報
係
）

坂瀬川小学校４年

金子　朝飛 くん
かね  こ あさ ひ

あいあい
フェスティバル

　

ぼ
く
た
ち
の
学
校
で
は
、「
あ
い
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
い
う
学

習
発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
が
ん
ば
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
自

分
の
発
表
で
す
。
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
に
つ
い
て
大
き
な
声
で
発
表
し

ま
し
た
。
二
つ
目
は
、「
花
は
咲
く
」
の
全
員
合
唱
で
す
。
ま
ち
が
え
ず

に
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
も
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

坂瀬川小学校４年

藤川　敦至 くん
ふじかわ あつ し

苓
北
支
援
学
校
取
材
リ
ポ
ー
ト

苓
北
支
援
学
校
取
材
リ
ポ
ー
ト

苓
北
支
援
学
校
取
材
リ
ポ
ー
ト

先生と一緒にごみを拾い集める山田真輔さん

ご家族宛ての手紙を投函する山越和治さん

楽しい行事や
要望な

ど、
お気
軽に
広報
係へ

こ

の欄は、みなさんと一緒につくるページです。
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熊
本
県
で
は
、
天
草
広
域
本
部
１
階
福
祉

課
内
に
、
総
合
的
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ジ

ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
天
草
ブ
ラ
ン
チ
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

就
職
に
関
す
る
ご
相
談
・
職
業
紹
介
な
ど

に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】

　

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
人（
学
生
ま
た
は

保
護
者
）

【
相
談
時
間
】

　

平
日
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

※
木
曜
日
の
み
午
後
４
時
ま
で
。

【
連
絡
先
】

　

天
草
広
域
本
部

　

☎
22

－

４
２
２
６（
電
話
予
約
）

　

12
月
12
日
、
富
岡
公
民
館
を
会
場
に
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
講
座
を

受
講
し
、
地
域
で
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
「
福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講

座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の

福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
カ
ー
を
講
師

に
お
迎
え
し
、
体
操
や
ゲ
ー
ム
形
式
の
実

技
、
新
聞
紙
を
使
っ
て
簡
単
に
で
き
る
ク
リ

ス
マ
ス
飾
り
の
製
作
な
ど
を
実
施
。
参
加
者

全
員
が
楽
し
め
る
内
容
で
、
会
場
は
笑
い
の

渦
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
「
身
近
な
材
料
で
簡
単
に
で
き
る
の

で
、
早
速
老
人
ク
ラ
ブ
や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

な
ど
で
皆
さ
ん
に
広
め
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　認知症・知的障がい・精神障がいなどがあるため
に判断能力が不十分であり、日常生活に不安のある
人へ…このようなことでお困りではありませんか？

・ホームヘルパーやデイサービスなど、福祉サー
ビスを利用したいが、相談する人がいない。
・年金や生活保護費などをすぐに使い切ってしま
う。また、そのために公共料金や家賃を支払え
なくなってしまう。
・介護保険や年金などの通知やその他の郵便物が
来ても、内容がよくわからない。また、手続き
がわからない。
・物忘れなどで通帳などの大切なものをどこにし
まったか、わからなくなってしまう。また、再
発行を何度も繰り返している。自分で保管して
おくのが心配である。
・訪問販売の被害に何度もあっており、断りきれ
ない。その支払いにも困っている。

地域福祉権利擁護事業を利用してみませんか

　地域福祉権利擁護事業は、左記のようなことでお
困りの人に対して、次の４点について援助する事業
です。これらは、利用者との契約により、社会福祉
協議会が責任を持って手続きや代行などを行いま
す。
①福祉サービスを利用したり、やめたりすること
②日常的な金銭管理（金融機関での手続き、お金の
お届けなど）
③大切な書類などのお預かり
④定期的な訪問による生活状況の把握

利用料　１回１時間あたり900円（以降、30分ごとに
450円加算）

■問い合わせ先
　苓北町社会福祉協議会
　（新ふれあい館内）
　☎　35－１２７０

福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座
を

開
催
し
ま
し
た

心配ごと、悩みごとの
ご相談はご遠慮なくどうぞ

社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより

お
仕
事
さ
が
し
の
お
手
伝
い
！！

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ・
天
草
ブ
ラ
ン
チ
」

開
催
し
ま
す
！

無
料
職
業
紹
介

　幅24ｍ、奥行き100ｍの巨大なビニールハウス。その中に
は、6,000株のミニトマトが栽培されており、収穫は最盛期
を迎えている。「うろたえて、千切らんば、千切りきらん」
と作業する政孝さん86歳と妻のスミ子さん80歳。一日1,000
パックほどＪＡを通し東京市場に出荷している。
  政孝さん夫妻は、一姫二太郎に恵まれ結婚60年となる。山
口家は、代々続く専業農家。米麦甘藷で生計を立てた。農家
の長男として苦労を重ねてきた政孝さんは、「いつか、人並
み以上になろう」と夢を抱いた。夢を実現させるため、常に
新しいものへ挑戦した。昭和35年には、町内初となる海苔の
養殖。それと同時期に、政孝さんが手作りした木のビニール
ハウスで、トマトや胡瓜の栽培を手がけ成功させた。昭和46
年、農業構造改善事業に伴い、鉄骨のビニールハウスを建設
した。栽培も順調に進み経営も安定した平成3年、大型で猛
烈な台風が苓北町を容赦なしに襲った。誰もが記憶に残るあ
の台風19号だ。政孝さんのビニールハウスも壊滅状態となっ
た。しかし、政孝さんは、再び立ち上がった。これが現在の
ビニールハウスだ。ビニールは紫外線カットで自動暖房機を
完備している。ミニトマトの畝には、政孝さんが試行錯誤の
結果導いたマルチ(表白、裏黒)が貼られ、通路
にはカット藁が敷き詰められている。このマル
チと藁は、温度と湿度を一定に保つのに抜群の
効果を発揮している。
　志岐平野は、師走を迎えた。しかし、このビ
ニールハウスはまるで春の空間が広がる。久し
ぶりに撮る夫婦ツーショットの写真。以前、腰
痛で苦しんだ妻のスミ子さんを労わり、自然と
政孝さんの手が妻の腕を支えた。妻を思いやる
優しさに溢れた瞬間だった。

問問

問問

問問

　　好きな食べものは？
　なんでん、食うけんな。(何でも食べます)ほとんど毎日食べ
よっとは、半熟の目玉焼きと、いけすから揚げたばかり魚の
刺身です。晩酌は60年前にやめました。

　　好みの女性のタイプは？
　あんまり、忙しゅうて、難儀もしとったけん、関心はなかっ
たなあ。働くばかりでした。(笑)まあ、健康で働き者、そし
て、ハキハキしとって、肥えとらん人(太っていない人)がよ
かなあ。

　　もし生まれ変わったら？
　医者です。病気やケガできつか人ば助けたかです。

　　長生きの秘訣は？
　昔のように、しんど(重労働)すれば、あの世に、はよー(早
く)行きます。また、仕事ばせんなら(しないなら)あの世
に、はよー(早く)行きます。だから機械を上手に使って無理
をしないで、仕事をすることだと思います。仕事は運動です。

問問
ひ けつ

*****政孝の『なるほど！ザ！
　  ミニトマトと丸花蜂』*****

　ひと房に20粒ほどの実をつけるミニトマト。当
たり前の話ですが、一つ一つの花が受粉し結球し
たものです。以前は、この受粉作業（ホルモン剤
噴射）は手間隙かかる大変な仕事でした。10年前
からこの仕事を丸花蜂にやってもらっています。
丸花蜂は、陽が昇ると偵察蜂が巣箱から出てき
て、開花状況を把握し巣箱に戻ります。続いて、受
粉蜂がその作業を行います。ミニトマトの花は黄
色い小さな花ですが、受粉すれば花芯が赤色に
変色します。丸花蜂は、受粉作業にムラがなく確
実に仕事をこなします。人を刺すこともほとんど
なく、何より薬を使わないので安心安全です。

知恵袋
おじいちゃん

の

見事なミニトマト

楽しそうな指の体操

丸花蜂の受粉作業

政孝さん86歳　スミ子さん80歳政孝さん86歳　スミ子さん80歳

山 口 政 孝さん

やま ぐち まさ たか

（昭和3年4月3日生まれ）満86歳　白木尾区在住

「いつか、人並み以上になろう」と夢を追いかけて…！
No.165

苓北町で、元気に生き生きと暮らしていらっしゃる
『たっしゃかもん』を紹介します。

輝いています！！

ミニトマトの手入れをする政孝さん

例えば…

日常生活に不安はありませんか？
社会福祉協議会が日常生活のお手伝いをします
日常生活に不安はありませんか？
社会福祉協議会が日常生活のお手伝いをします
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町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
で
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を

調
製
し
て
い
ま
す
。
こ
の
名
簿
は
農
業
委
員

選
出
に
係
る
選
挙
資
格
を
登
録
す
る
も
の

で
、
農
家
な
ど
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
資
格

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
次
の
資
格
要
件
を
満

た
す
人
は
、
平
成
27
年
１
月
９
日（
金
）ま
で

に
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
搭
載
申

請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
資
格
要
件

①
苓
北
町
に
住
所
が
あ
り
、
満
20
歳
以
上
の

人（
平
成
７
年
４
月
１
日
以
前
の
出
生
者
）

②
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る

世
帯
の
農
業
経
営
主
③
②
の
世
帯
の
同
居

の
親
族
な
ど
で
年
間
60
日
以
上
耕
作
に
従

事
す
る
人

■
提
出
先　

農
業
委
員
会（
農
林
水
産
課
内
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

苓
北
町
選
挙
管
理
委
員

会　

☎
○内
２
０
９　

○町
35
―
１
１
１
１

　

年
末
年
始
に
お
け
る
温
泉
バ
ス
を
左
記
の

期
間
運
休
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
運
休
期
間

　

12
月
29
日（
月
）〜

　
　
　

平
成
27
年
１
月
３
日（
土
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課　

担
当
／
松
井

　

☎
○内
１
１
５　

○町
39
―
０
０
０
０

　

平
成
27
年
２
月
１
日
現
在
で
農
林
業
セ
ン

サ
ス
を
実
施
し
ま
す
。　
　
　

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
５
年
ご
と
に
我
が

国
の
農
林
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
„
農

林
業
の
国
勢
調
査
“
と
も
い
う
べ
き
大
切
な

調
査
で
す
。

　

１
月
下
旬
か
ら
、
統
計
調
査
員
が
農
家
や

林
家
を
は
じ
め
す
べ
て
の
農
業
関
係
者
の
皆

さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
調
査
票
の
記
入
の
お
願
い

に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課　

担
当
／
西
川

　

☎
○内
１
５
０　

○町
39
―
０
０
０
４

●
鳥
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

国
内
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た

か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
家
庭
な
ど
で
飼
育

し
て
い
る
鳥
が
感
染
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ウ
イ
ル
ス
を
運
ん
で
く
る
可
能

性
の
あ
る
野
鳥
な
ど
が
近
づ
か
な
い
よ
う
に

小
屋
に
は
金
網
や
防
鳥
ネ
ッ
ト（
２
㎝
角
以

下
）を
張
り
、
ま
た
餌
や
水
は
小
屋
の
中
に

置
き
、
餌
が
小
屋
の
周
辺
に
散
乱
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
飼
育
し
て
い
る
鳥
は
毎

日
観
察
し
、
世
話
を
し
た
後
は
手
洗
い
と
う

が
い
を
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
飼
っ
て
い
る
鳥
が
原
因
不
明
で
連
続
し
て

死
ん
で
し
ま
っ
た
ら

　

鳥
は
生
き
物
で
す
か
ら
い
つ
か
は
死
ん
で

し
ま
い
ま
す
。
原
因
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
鳥

が
死
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
を
疑
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
鳥
は
次
々
に

死
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

の
で
、
原
因
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
鳥
が
次
々

に
連
続
し
て
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が

な
い
限
り
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
心
配
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

原
因
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
鳥
が
連
続
し

て
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
場
合
に
は
、
家

畜
保
健
衛
生
所
ま
た
は
保
健
所
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
野
鳥
が
死
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け
た
ら

　

野
鳥
も
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
死
亡
し
ま

す
。
飼
わ
れ
て
い
る
鳥
と
違
っ
て
、
エ
サ
が

取
れ
ず
に
衰
弱
し
た
り
、
環
境
の
変
化
に
耐

え
ら
れ
ず
に
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
直
ち
に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

野
鳥
が
死
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け
た
場
合

に
は
、
死
亡
し
た
鳥
を
素
手
で
触
ら
ず
に
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
き
ち
ん
と
封
を
し
て
廃

棄
物
と
し
て
処
分
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

し
か
し
、
原
因
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
死
亡

し
て
い
る
な
ど
の
異
常
が
あ
れ
ば
県
林
務
課

へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

●
家
き
ん（
鶏
、
あ
ひ
る
、
う
ず
ら
、
き

じ
、
だ
ち
ょ
う
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七
面

鳥
）の
連
絡
先

　

天
草
家
畜
保
健
衛
生
所　

　

☎
22
―
３
６
６
８

●
愛
玩
鳥（
右
記
の
家
き
ん
以
外
）の
連
絡
先

　

天
草
保
健
所　

☎
23
―
０
１
７
２

●
死
亡
野
鳥
の
連
絡
先

　

天
草
広
域
本
部
林
務
課

　

☎
22
―
４
３
２
２　

☎
22
―
４
３
５
９

※
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
の
リ
ス
ク
が
低

い
鳥（
ハ
ト
、
ト
ビ
、
ス
ズ
メ
、
カ
ラ

ス
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
サ
ギ
、
シ
ロ
ハ
ラ
な

ど
）は
、
１
カ
所
で
３
羽
以
上
死
ん
で
い

る
場
合
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
事
故
死
な

ど
で
外
傷
の
あ

る
鳥
に
つ
い
て

は
回
収
・
検
査

の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

　

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
産
業
廃
棄

物
で
あ
り
、
農
家
自
ら
の
責
任
で
処
理
す
る

よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
処
理

に
お
い
て
は
、
万
が
一
燃
や
し
た
り
、
捨
て

た
り
す
る
と
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
千

万
円
以
下
の
罰
金
刑
と
な
り
、
こ
れ
が
法
人

の
場
合
は
、
３
億
円
以
下
の
罰
金
が
課
せ
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
用
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、
絶
対
に
燃
や
し
た
り
、

捨
て
た
り
し
な
い
よ
う
に
適
正
な
処
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

苓
北
町
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
処
理

対
策
協
議
会
で
は
、
平
成
27
年
の
農
業
用
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
収
集
を
左
記
日
程
で
行

い
ま
す
。

　

住
み
よ
い
環
境
を
私
た
ち
で
守
る
た
め
、

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
も
れ
な
く
出

さ
れ
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
収
集
日　

平
成
27
年
１
月
22
日
、
２
月
12

日
、
３
月
５
日
、
３
月
26
日
、
4
月
23

日
、
６
月
18
日
、
11
月
12
日

■
収
集
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

■
収
集
場
所　

苓
北
町
農
協
本
所

■
問
い
合
わ
せ
先　

苓
北
町
農
業
用
廃
プ
ラ

類
処
理
対
策
協
議
会
事
務
局（
農
林
水
産

課
内　

担
当
／
田
中
）

　

☎
○内
１
２
０　

○町
39
―
０
０
０
０

  

県
で
は
、
地
域
防
災
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
い
る
人
、
防
災
知
識
を
高
め
た
い
人
、

そ
の
他
防
災
に
関
心
が
あ
る
人
を
対
象
に
、

熊
本
県
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
『
第

９
回
火
の
国
ぼ
う
さ
い
塾
』
を
開
催
し
ま

す
。

■
日
時

①
平
成
27
年
１
月
24
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

②
平
成
27
年
１
月
25
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

③
平
成
27
年
２
月
８
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
45
分

■
場
所    

熊
本
県
消
防
学
校
、
熊
本
県
庁

■
募
集
定
員　

１
０
０
人（
受
講
料
は
無
料
）

■
受
講
資
格　

県
内
に
お
住
ま
い
の
人

■
申
し
込
み
方
法

　

受
講
申
込
書
に
よ
り
12
月
26
日（
金
）ま
で

に
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
直
接
熊
本
県

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
熊
本
県

防
災
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先  

　

熊
本
県
危
機
管
理
防
災
課

　

☎
０
９
６
―
３
３
３
―
２
８
１
１

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

搭
載
申
請
を
忘
れ
ず
に

苓
北
町
選
挙
管
理
委
員
会

農
業
用
廃
プ
ラ
類
は
捨
て
な
い
、

焼
か
な
い
、集
め
よ
う
！

苓
北
町
農
業
用
廃
プ
ラ
類
処
理
対
策
協
議
会

「
火
の
国
ぼ
う
さ
い
塾
」

受
講
生
募
集熊

本
県
危
機
管
理
防
災
課

年
末
年
始
は
温
泉
バ
ス
を

運
休
し
ま
す

商
工
観
光
課

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら

飼
育
し
て
い
る
鳥
を
守
り
ま
し
ょ
う

天
草
家
畜
保
健
衛
生
所

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

企
画
政
策
課

職　　　種 就業場所 年  齢人  数 賃　金（単位:円） 求人番号 職　　　種 就業場所 年  齢人  数

4155641

4019941

4041741

4042641

4046341

4088841

4091641

4096841

苓北町

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

不問

不問

不問

不問

不問

不問

不問

不問

130,000～176,000

130,000～220,000

119,152～132,000

119,152～132,000

175,000～185,000

140,000～199,100

130,000～170,000

195,000～215,000

建築大工見習い

ホテルフロント（日勤のみ）

縫製（ボタン付け・ボタン穴かがり）

縫製（パーツアイロン）

正看護師

准看護師または正看護師

開発スタッフ

看護師

准看護師

送迎・受付事務

調理員（施設）

調理員（ホテル、見習い可）

調理員（ホテル）

訪問看護師

4097241

3985541

3984241

3865641

3866941

3873641

苓北町

〃

〃

〃

〃

〃

1

1

1

1

2

3

1

2

2

1

3

1

1

1

不問

不問

不問

40歳以下

40歳以下

不問

159,000～174,000

123,000～143,000

123,000～153,000

180,000～250,000

200,000～350,000

159,000～195,000

賃　金（単位:円） 求人番号

求  人  情  報求  人  情  報 【常用一般分抜粋】 12月９日現在



「お返しは廃止し、お礼状を送りましょう」

消防設備士試験を実施します
熊本県消防保安課

■試験の種類　甲種全類、乙種全類
■試験日　平成27年３月15日（日）
■試験地　熊本市
■願書受付期間
・書面申請　１月19日（月）～１月28日（水）
・電子申請　１月16日（金）～１月25日（日）
※詳しくは、試験案内をご覧ください。
■願書などの配置場所
　試験案内、受験願書などは、天草広域連合消防本
部に配置しています。
■問い合わせ先
　消防試験研究センター熊本県支部
　☎０９６－３６４－５００５

3031

こせきの

まど　
こせきの

まど　
こせきの

まど　
《新生活運動の推進》

「お返しは廃止し、お礼状を送りましょう」

11月
受付分

公的年金の源泉徴収票が送付
されますので、大切に保管を

　国民年金、厚生年金保険などから支給される一定
額以上の老齢年金などは、所得税法上「雑所得」と
して、所得税がかかります。
　日本年金機構では、所得税が源泉徴収されたか否
かにかかわらず、老齢年金などを受けている年金受
給者全員に「公的年金等の源泉徴収票」を作成し、
１月末までに送付しています。（障害年金・遺族年
金は課税対象ではありませんので送付されませ
ん。）
　源泉徴収票には、１月から12月までの１年間に
支払われた年金の総額、介護保険料の金額、後期高
齢者医療保険料の金額、源泉徴収税額および控除内
容が記載されています。確定申告の際に添付書類と
して必要ですので大切に保管してください。
　万が一紛失したり破損した場合には、再発行する
ことができます。基礎年金番号が確認できるものを
ご用意のうえ、下記まで電話で申請してください。

■申請・問い合わせ先　　
　ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
　本渡年金事務所　☎２４－２１１２

■期　　日　平成２７年１月２８日（水）
■受付時間　午前９時～午前１０時
■場　　所　役場大会議室
■申込締め切り　平成２７年１月１６日（金）

■対 象 者　２０歳から３９歳までの主婦や農・
漁業に従事している人など、健診を受ける機
会がない人。男女は問いません。

■健診項目　身体測定、尿検査、心電図検
査、血液検査（貧血、肝・腎機能、脂質、糖
代謝）、内科診察　　　　　　　　

■個人負担　２，０００円

■対 象 者　６９歳以下の女性
■健診方法　超音波でかかと部分の骨密度測定
■個人負担　５００円
■申し込み・問い合わせ先　
　福祉保健課　担当／瀬形
　☎○内１４３　○町３９－０００２

福祉保健課

生活習慣病予防健診・骨粗鬆症
検診を実施します
生活習慣病予防健診・骨粗鬆症
検診を実施します

役　　　場
12月2７日（土）～1月４日（日）まで閉庁

１月５日（月）から平常業務

☎35－1111

年末・年始は休まず開館
ビジターセンター ☎35－0170

12月29日（月）～1月3日（土）まで休館
郷土資料館 ☎35－0712

１月４日(日）から通常営業
12月２８日（日）～1月3日（土）まで休館
温泉プール ☎35－3301

年末年始　業務・営業のお知らせ

年末・年始は休まず営業
麟 泉 の 湯 ☎35－3770

12月3１日（水）～1月４日（日）まで休館
12月３０日（火）まで 午前10時～午後８時まで通常営業

休館日：１月７日・21日

老人福祉センター ☎35－1280

　町長交際費とは、
町長が円滑な行政運
営を図るために町を
代表して行う外部と
の交際に要する経費
です。クリーンな行
政運営を目指す苓北
町では、町長交際費
を毎月公表します。

・弔　慰
　町政関係者に対する香典、供花などに係る経費
・見　舞
　町政関係者の病気、災害などの見舞いに係る経費
・御　祝
　記念行事、式典、祝賀会などに際しての祝いに係る経費
・賛　助
　各種大会、新聞などの特別企画などで公益性のあるも
　のへの賛助
・接　遇
　来客、町政関係者との懇談などに係る経費
・会　費
　円滑な町政運営に資する会議、会合、研修会への参加
　に係る経費
・みやげ・記念品
　来客、町政関係者へのみやげ、記念品などに係る経費
・その他
　上記の区分に掲げるもの以外に係る経費

用 語 解 説

金　額
（平成26年１１月支出分）

区　分
弔　慰
見　舞
御　祝
賛　助
接　遇
会　費
みやげ・記念品
その他
11月計

件数
 ０件
 ０件
 ０件
 ０件
 ４件
 ０件
 ５件
 ０件
 ９件

0円
0円
0円
0円

33,400円
0円

8,160円
0円

41,560円

■問い合わせ先　役場総務課　☎○内２０７　○町35－1111

　11月21日発行の広報れいほくの掲載記事に誤り
がありました。２ページの掲載写真③の児童の名
前を「横田千尋くん」としておりましたが、正し
くは「横田千尋さん」です。また、５ページの掲
載写真⑤～⑩を「左から２位、１位、３位の順」
としておりましたが、正しくは「左から３位、１
位、２位の順」です。深くお詫び申し上げ、ここ
に訂正させていただきます。

お詫びと訂正

■受付日時　毎日、午後７時～午前０時
■電話番号　♯8000番（ただし、ダイヤル回線、

ＩＰ電話、光電話からは☎０９６－
３６４－９９９９）

子どもの急な病気の相談に応じます
天草保健所

●交通事故発生状況
　苓北町では11月末日現在、９件の交通事故
（負傷者９人）が発生。天草署管内では１３４件
（負傷者１６３人、死者４人）が発生しています。

　　
　区  名　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　保　護　者
平　山　田中　大智（だいち）
尾　越　渡邉　 凪  （なぎ）
　浜　　川口　綾菜（あやな）

　区  名　　　夫　氏　名    　　 　区　名　　　妻　氏　名
出来町　柗村　優作　　天草市　野﨑　由衣

　区  名　　 　 　氏　　名　　      　年齢
　浦　　　田中　繁雄　　81歳
木　場　　安達トミエ　　81歳
中　尾　　山﨑　健一　　80歳
中　通　　吉武　猛夫　　87歳
浜之町　　齋藤　和子　　93歳
下　向　　岡村　　選　　87歳
小　松　　髙尾イサヨ　　87歳
　浜　　　江上　安治　　56歳

 

●社協寄付（11月受付分）
原　　正明さん　吉村　洋子さん
山﨑アサ子さん　髙尾　　元さん
齋藤　　直さん　平田　幸弘さん

●広報れいほく郵送料寄付（Ｈ26.11.14～Ｈ26.12.12）
平本タツエさん（神奈川県）田中　安弘さん（千葉県）
岡村　　武さん（神奈川県）山田　嘉教さん（愛知県）
田﨑　正俊さん（埼玉県）石原　良穂さん（神奈川県）
雨森　雅子さん（神奈川県）竹本　静雄さん（埼玉県）
戸北　雅三さん（兵庫県）上田　敏雄さん（埼玉県）
平井　正清さん（福岡県）

●ふるさと寄附金（11月受付分）
　４件 　２２０，０００円

休日当番医12月
☎37-1111
☎37-1111
☎37-1111
☎37-1111
☎37-1111
☎37-1111
☎37-1111
☎35-1119
☎35-1133
☎37-0001

慈恵病院
慈恵病院
慈恵病院
慈恵病院
慈恵病院
慈恵病院
慈恵病院
苓北クリニック
医師会病院
猪口医院

（内・外）
（内・整）
（内科）
（内科）
（内科）

（内・泌・整・耳・ﾘﾊ）
（外科）
（内・呼）

（泌尿器科）
（小・内）

（敬称略）

　誠　・法　子
　正　・早　苗
尚　輝・梨　沙

※休日当番医は12月10日現在の予定です。本紙発行後に変
更になる場合があります。

●お悔やみ申し上げます （敬称略）

（敬称略）

１月１日
２日
３日
４日
11日
12日
18日

25日

（木・祝）
（金）
（土）
（日）
（日）
（月・祝）
（日）

（日）

生活習慣病予防健診（先着20人）

骨粗鬆症検診（先着40人）
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